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■ 開催の趣旨
中近東や東南アジアでアニメ・マンガなど日本のポップカルチャーへの
関心が急上昇している。日本語学習のきっかけとなることも多い。トルコ
語に翻訳された日本のアニメや漫画が飛躍的に増えているように、日本
ポップカルチャーはブームだ。日本研究においても、これらの地域でなぜ
日本文化の受容が広がっているのか、なぜ若者が日本語に特別な関心を持
つようになったのかをもっと議論すべきであろう。
　一方、日本には中近東や東南アジアの国々から来た多くのイスラム教の
移住者がいるが、日本語や文化、教育の環境に順応しようとしながら生活
する中で、さまざまな困難に直面している。まずは言語の壁や文化的な違
いによる摩擦が大きな課題だ。また、日本で生まれ育った子どもたちに
とっては、自らのルーツに基づくアイデンティティーや宗教教育に関する
問題も浮上している。
　フォーラムでは、こうした課題に焦点を当て、第１部では中近東の日本
語教育と日本研究を考える。第２部では、日本文化の受容と日本語教育を
内側から議論をするために日本社会と共生する外国人コミュニティー、特
に、イスラム文化圏から来た移民が直面する問題を深く掘り下げ、具体的
な努力や解決策を模索する場とした。
　中近東や東南アジア地域における日本文化の需要を外側と内側からとら
えることにより、今日の世界における日本のソフトパワーの位置づけが可
能になるだろう。

第76 回 SGRA フォーラム 

中近東・東南アジアからみる	
日本と暮らす日本：
それぞれの視点で考える
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SGRAとは
関口グローバル研究会（Sekiguchi Global Research Association/
SGRA）は、良き地球市民（Global Citizen）の実現に貢献するこ
とを目標に 2000 年に設立されました。渥美国際交流財団の所在地、
東京都文京区「関口」に因みます。SGRA は日本の大学院で博士
号の取得を目指して研究を行い、渥美奨学生として共に過ごした外
国人および日本人の研究者が中心となり、現代の課題に立ち向かう
ための研究や提言を、フォーラムやレポート等を通じて社会に発信
しています。幅広い研究領域を包括した国際的かつ学際的な活動が
狙いで、多国籍の研究者が広汎な知恵とネットワークを結集し、多
面的なデータを用いて分析・考察を行います。

SGRAかわらばん
SGRA フォーラムなどのお知らせと、世界各地からの SGRA 会員
のエッセイを、毎週木曜日に電子メールで配信しています。SGRA
かわらばんは、どなたにも無料でご購読いただけます。購読ご希望
の方は、ホームページから自動登録できます。 
https://www.aisf.or.jp/sgra/entry/registration_form/
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第 76 回 SGRAフォーラム

	 	 　�中近東・東南アジアからみる	
日本と暮らす日本：	
それぞれの視点で考える	

	 日　時	� 2025年５月２日（金） 
10：00～15：00（トルコ時間）、 
16：00～21：00（日本時間）

	 会　場	� チャナッカレ・オンセキズ・マルト大学（COMU） 
アナファルタラル・キャンパス教育学部４階セミナーホールおよびオンライン

	 言　語	 日本語
	 共同主催	� 関口グローバル研究会（SGRA）、 

チャナッカレ・オンセキズ・マルト大学（COMU）日本語学科

	 総合司会	 Irmak Kılkesen（COMU）・Arif Çelebi Metin （COMU）
					     ※以下チャナッカレ・オンセキズ・マルト大学は（COMU）と表記。

	 開会挨拶	 �角田英一（渥美国際交流財団）　5 
トルガ・オズシェン（COMU）　6 
ムザッフェル・オズレミル（COMU）　7

	 【第１部】	 中近東の若者にとっての日本語学習と日本文化

	 ［発表１］	� トルコに於ける日本語教育と学習者の最初の混乱：カタカナ	 8

	 	 レベント・トクソズ （テキルダー・ナムク・ケマル大学（NKU））

	 ［発表２］	� トルコの若者のアニメとマンガ関心：現実逃避、別世界とアイデンティティー	 16

	 	 チェリッキ・メレキ（COMU）

	 ［発表3］	� イランの若者と日本語・日本文化：メディア、教育、就職、そして未来展望	 25

	 	 アヤット・ホセイニ（テヘラン大学）

プログラム
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	 ［討　論］	 中近東の日本語・日本文化イメージを再考察する� 33

		  司会：岩田和馬（東京外国語大学）
		  オンラインQ&A：シェッダーディ アキル（慶應義塾大学）
		  指定討論者：

			   孫 建軍（北京大学）
			   市村美雪（COMU）
			   ショリナ　ダリヤグル（筑波大学）
		  討論者：
			   レベント・トクソズ（NKU）
			   チェリッキ・メレキ（COMU）

			   アヤット・ホセイニ（テヘラン大学）

	 【第2部】	 日本におけるイスラムコミュニティーの日本文化受容と日本語教育

	 ［発表4］	� 在日の中東出身者における日本語習得過程の変容と	
影響要因に関する考察	 38

	 	 アキバリ・フーリエ（神田外国語大学）

	 ［発表5］	� 在日インドネシアコミュニティーと多文化共生：イスラム教育を中心に	 48

	 	 ミヤ・ドゥイ・ロスティカ（大東文化大学）

	 ［討論・質疑応答］	 日本の国際化の中の外国人コミュニティーを再考察する� 60

		  司会：シェッダーディ アキル（慶應義塾大学）
		  オンラインQ&A：岩田和馬（東京外国語大学）
		  指定討論者：
			   ゲンチェル・バルオール・ゼイネップ（パムッカレ大学（PAU））
			   チャクル・ムラット（関西外国語大学）
		  討論者：
			   レベント・トクソズ（NKU）
			   チェリッキ・メレキ（COMU）
			   アヤット・ホセイニ（テヘラン大学）
			   アキバリ・フーリエ（神田外国語大学）
			   ミヤ・ドゥイ・ロスティカ（大東文化大学）

	 	 登壇者略歴  68

	 	 あとがきにかえて  	
	 	 チェリッキ・メレキ（COMU）　70

※所属・肩書は本フォーラム開催時のもの。

第76回SGRAフォーラム第76回SGRAフォーラム
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	 開会挨拶

角田英一　渥美国際交流財団

皆さんこんにちは！　渥美国際交流財団の角田英一と申します。
今日、地中海文明の悠久の歴史の舞台であるチャナッカレでSGRAフォーラ

ムを開催できることは心からの喜びであります。
今回の中近東で開催する初めてのSGRAフォーラムの実現にあたって共催を

お引き受けいただき、実現のために多大なご協力をいただいたチャナッカレ大学
学長ジュネイト・エレノール先生、教育学科長ムザッフェル・オズレミル先生、
文学部日本語学科トルガ・オズシェン先生に厚く御礼を申し上げます。

渥美国際交流財団は1994年に発足して以来、日本の大学院で博士号の取得を
目指す外国人留学生及び日本人学生への奨学支援を行なってまいりました。そし
て30年間に、その奨学生数は約400名に上り、現在、世界50カ国の大学、研究
機関、ビジネスフィールドで活躍しております。

渥美財団が推進する国際学術交流事業は、世界に展開する渥美財団の元奨学生
グループのネットワークにより企画、運営されています。このフォーラムも元渥
美奨学生である日本語学科のチェリッキ・メレキ先生の企画提案、そして元渥美
奨学生で同大学の卒業生のチャクル・ムラット先生のご協力により実現しまし
た。特に、メレキ先生の実行力には敬服するとともに、心より感謝いたします。

今回のフォーラムには、トルコと日本だけでなくイラン、インドネシア、中
国、カザフスタン、モロッコから多才な研究者をお招きして、日本研究及び日本
語教育をテーマとした講演とディスカッションが行われます。会場でご参加いた
だく皆さまだけでなく、オンラインでご参加いただく中近東・世界の日本研究者
の皆さまと闊達な議論が交わされることを願っております。

そして、このフォーラムから生まれる交流が中近東と東洋の「文明の対話」へ
と発展し、新しい世界の創造の契機となってゆくことを心より願っております。

開
会
挨
拶
１
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トルガ・オズシェン　
チャナッカレ・オンセキズ・マルト大学（COMU）

おはようございます。渥美国際交流財団のみなさま、関口グローバル研究会
（SGRA）のみなさま、オンラインでご参加のみなさま、そして学生のみなさん、
本日はお忙しいなかお越しいただき、ありがとうございました。

我々も渥美財団のみなさんとの交流は初めてなのですが、やはり中東そして東
南アジアにおける日本研究・日本語研究はこれからもますます進化し、発展して
いくと考えております。この機会は我々にとっても有意義なものであり、皆さん
とネットワークを拡大し、オンラインの方々とも意見交換できることを非常にう
れしく思っています。

挨拶が長くなると時間的に限界が出てくるので、ここで挨拶を終わらせていた
だきたいと思います。皆さん本当にありがとうございました。よろしくお願いい
たします。

開
会
挨
拶
２
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ムザッフェル・オズレミル　
チャナッカレ・オンセキズ・マルト大学（COMU）

［原文は英語、翻訳：川﨑理恵］

チャナッカレへようこそ。チャナッカレ・オンセキズ・マルト大学教育学部学
部長のムザッフェル・オズレミルと申します。本日、私たちがここに集まるきっ
かけとなった日本語で、まず一言ご挨拶できることを大変光栄に思います。チャ
ナッカレ・オンセキズ・マルト大学では、日本語教育学科が長年にわたり、トル
コと日本の間の学術的・文化的な交流を育んでまいりました。本日のフォーラム
は、その取り組みの成果を示すものです。

このたび、第76回SGRAフォーラムを、本学日本語教育学科と渥美国際交流
財団との共催により開催できますこと、心より嬉しく思います。まずは、このイ
ベントの実現に多大なご支援を賜りました今西様、角田様、そしてソンヤ様に、
厚く御礼申し上げます。

本日は、日本、トルコ、イラン、インドネシア、モロッコ、中国、カザフスタ
ンからの参加者をお迎えしております。このような日本研究への情熱を共有する
多様なコミュニティが一堂に会したことは、実に感動的です。本日の議論と交流
が、より深い協力関係を育み、トルコおよび地域全体における日本学研究の新た
な道を切り開く転機となることを、切に願います。

また、渥美国際交流財団ならびに関口グローバル研究会の皆様のご尽力に、そ
して本日の充実したプログラムを丹念に準備してくださった本学日本語教育学科
の皆様にも、深く感謝申し上げます。

本日の議論が、学術的な絆を強めるだけでなく、私たちの国々の友情をさらに
深めるものとなりますように。皆様には、ここチャナッカレの美しい景観、歴史
の重み、そして活気あふれる文化も併せてお楽しみいただければ幸いです。

開
会
挨
拶
３

	 開会挨拶
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トルコに於ける日本語教育と
学習者の最初の混乱：
カタカナ

レベント・トクソズ
テキルダー・ナムク・ケマル大学（NKU）

本日の私の発表は、まずトルコにおける日本語教育について簡単に説明しま
す。そして、トルコ人大学生のカタカナに対する違和感の話題に移る前に、そも
そも若者は日本人に対してどういうイメージを持ってるのか、外来語という言語
要素にどのようなスタンスでいるのかをお話しします。それらを踏まえて、カタ
カナに対する違和感について考察していきたいと思います。

1.	�トルコにおける日本語教育とトルコ人の	
若者が抱いている日本のイメージ

トルコでは、スライド1に示したように、いくつの大学で日本語教育が行われ
てます。

最初に設立されたのは1985年のアンカラ大学（Ankara University）日本語日

【第１部】
中近東の
若者にとっての
日本語学習と
日本文化

発表1

スライド１
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トルコに於ける日本語教育と学習者の最初の混乱：カタカナ� レベント・トクソズ

本文学科です。その次にここチャナッカレ・オンセキズ・マルト大学（Çanakkale 
Onsekiz Mart University）に日本語教育学科が設立されました。設立年は1993
年です。そしてこの大学だけが5年間のコースで、最初の1年間は予備クラスに
なっています。その次がエルジアス大学（Erciyes University）で、1994年に日
本語日本文学科が設立されました。4番目がネヴシェヒル・ハジ・ベクタシュ・
ヴェリ大学（Nevsehir Haci Bektas Veli University）で、2010年に日本語日
本文学科が設立されています。最後のアンカラ社会科学大学（Ankara Social 
Sciences University）では、2013年に日本語通訳翻訳学科が設立されました。

そして、これらの大学の教員と講師も含めて、アカデミック・スタッフの数を
見てみると、最も多いのはアンカラ大学の10名です。そのうち教授が3名いま
す。その次が、アンカラ社会科学大学とエルジアス大学で、アカデミック・ス
タッフが9名います。エルジアス大学には教授が1名います。ネヴシェヒル・ハ
ジ・ベクタシュ・ヴェリ大学はアカデミック・スタッフが7名いて教授はいませ
ん。2023年現在の卒業者数を見てみると、最も多かったのはやはりチャナッカ
レ・オンセキズ・マルト大学で29名。その次はアンカラ大学とエルジアス大学
が21名で並んでいます。アンカラ社会科学大学はまだ卒業生を送り出していま
せん。ネヴシェヒル・ハジ・ベクタシュ・ヴェリ大学では14名が卒業しました。

どの大学も初年度には日本語教育に重点を置いていると思いますが、学習過程
でトルコ人大学生が最初に直面する課題がおそらくカタカナです。

では、これからトルコ人大学生のカタカナに関する反応に移りますが、まずそ
の前に、トルコ人の若者が日本に対してどういうイメージを持っているのか、そ
して外来語という要素にどのようなスタンスを見せているのかを説明します。

まず、日本に対するイメージですが、スライド2は日本の外務省が2012年５
月にトルコの民間調査会社に委託して行った「トルコにおける対日世論調査」か

スライド 2



10	 © 2025 SGRA

S
G

R
A

 　
　

r
E

P
O

R
T

  

no. 
114

中近東・東南アジアからみる日本と暮らす日本：それぞれの視点で考える第76回SGRAフォーラム

らの引用です。この調査結果は外務省のホームページにも掲載されています。ト
ルコの主要10都市を対象に、人口比に応じて18歳から65歳までの1,012名を対
面式で調査したものです。

結果を見てみると、トルコと日本との関係について友好関係と答えている人は
83.2パーセント、日本に「関心」を持っている人は61.6パーセントです。また、
日本人に対して「勤勉・誠実」と答える人が70.8パーセントで、日本人は「伝統
文化」を重視してそれを維持していると答えている人は31.6パーセントです。

もちろん、日本の外務省の調査以外にもトルコではいろいろな先行研究が行わ
れています。大きくみると調査目的は二つに分けられます。

一つは「消費者として」、消費者の目線で日本の製品や日本国にどういうイメー
ジがあるかを扱っている研究、もう一つは「個人として」、一般的に日本や日本
人を扱っている研究で、この二つの目的で先行研究が行われていると言えます。

まず一つ目の「消費者として」ですが、日本製の製品は「デザイン」がコンパ
クトで、「信頼性」がある、「仕上がり」が良い、「壊れにくい」と答えている人が
います。そして、日本に対しては「生活水準」が高い、「テクノロジー」が進んで
いる、また「友好国」だと回答している方もかなりいることが分かります。

次に「個人として」ですが、これは普通の若者が「日本」もしくは「日本人」
に対してどういうイメージを持っているのかを探っている研究もあります。おそ
らくこれはソフトパワーとも関連していますが、「日本」というと「アニメ」と

「マンガ」というキーワードがよく出てきます。また、「テクノロジーで進んでい
る」という回答もよく出てきます。「日本人」に関しては、やはり「勤勉で真面
目」、「時間に正確」、そして「伝統を重視」しているという回答がよく出てきます。

それでは次に、これ私が行った調査結果ですが、一般的に日本のイメージはど
のような要因から成り立っているのかを探りました（スライド3）。

スライド 3
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トルコに於ける日本語教育と学習者の最初の混乱：カタカナ� レベント・トクソズ

この調査では日本語が全くわからない140名の若者を対象としましたが、その
時もやはり三つの要因が抽出されました。

一つ目は、日本人は賢い、そして創造的、また生産的、勤勉で責任感がある、
時間に正確というイメージで、ここから私は「勤勉」というキーワードを抽出し
ました。

その次は、「社会福祉」と関連したイメージです。生活水準が高い、経済的に
強い、近代的、また技術が進んでいる、そして豊かな暮らしという回答が出てき
ました。

最後は、日本人が「伝統を重要」としているという回答がやはりここでも出て
きました。日本人は自分の文化、そして言語を維持している、伝統を大切にして
いるというイメージが私の調査でも見られました。

では、ここまで日本人に対するトルコ人のイメージについて述べましたが、こ
こからはトルコ語の外来語についてトルコの若者がどう思っているのかについて
説明します。

まず外来語の定義ですが、「我々が外来のものとして日常的に意識する、ある
いは意識できる欧米諸国から入ってきた語」を意味しています。もちろん外来語
に対するものとして本来語がありますが、本来語は日常的に古くから使っている
言葉、外来のものとは意識してない語を意味します。

トルコ語の外来語を見てみると、スライド４をご覧ください。左列がトルコ語
の外来語、右側がトルコ語の本来語です。（英語と日本語の関係で読み替えると）
リアクションと反応、プレゼンテーションと発表、コンセンサスと合意、ポジ
ションと立場、アクティブと積極的、ペシミストと悲観的、プロセスと過程、ア
ナライズと分析、ダイレクトと直接といったように、外来語と本来語が共存して
いる、つまり共に生きているケースがかなりあります。

スライド 4
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では、普通の若者がトルコ語の外来語に対してどのようなイメージを持ってい
るのか。それを探ってみると、1993年の研究（König.Somuncu 1993）でも、1997
年の研究（Osam 1997）でも、そして私の行った2020年の調査（Toksöz 2020）
でも同じ結果になっていました。外来語を支持してない人の方が圧倒的に多いの
です。要するに、外来語の造語に危機感を感じ、外来語はあまり好ましくないと
考えている若者が多いのです。「母語への外来語の流入を好ましく思っておらず、
その必要性もあまり感じていない傾向」があることがよくわかりました。その理
由の多くは、外来語というものが「伝統を破壊」しているというものです。伝統
的価値から乖離している、母語の伝統を破壊している、あるいは外来語をむやみ
に使っている人は自分に自信が持てない人だという回答もよく出てきました。

一方、もちろん外来語には「格好良さ」とか「語彙力」とか、そういう側面も
あります。例えば、外来語を使うことによって、知的な感じを与える、新しさを
与える、高級感、モダンな感じを与えるということもあります。また、外来語に
よって話が通じやすくなる、トルコ語が豊富になるという側面もあります。

普段はこの「格好良さ」とか「語彙力」を感じる人が、もちろん外来語を支持
している、外来語が好きな人とも言えますが、やっぱり伝統を破壊しているとい
うその重みが非常に顕著です。

とはいうものの、実は意識と現実が合っていないケースも考えられます。例え
ば、私が「赤信号で渡りますか」と直接聞けば、多分ほとんどの人が「いいえ、
渡りません」と言います。でも、実際に観察してみると、赤信号でも渡っている
人はいます。この調査では、そもそも外来語が好きだというグループだけに調査
を行い、たくさんの外来語を見せました。それでわかったことは、彼らが格好良
さとか語彙力があると感じているのは、自分が使っている語だけです（スライド
５）。使用率が高い語、例えばモチベーションとかグローバル、ディフェンス、

スライド 5
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イゾレーション、エリートのような使用率が極めて高い外来語には格好良さを感
じているのですが、例えばデータとかアナリストとか、コンセンサス、プロセ
ス、プレゼンテーションといった使用率が低い語になると、外来語が好きな人で
さえ支持していません。これらの外来語を使う人は格好をつけている、気取って
いるという回答がよく出てきます。

以上をまとめますと、まずトルコ人の若者は、日本に対して伝統的というイ
メージを持っていて、また外来語に対しては伝統を破壊しているというイメージ
を持っています。

2.	トルコ人大学生のカタカナ違和感
それではこれからトルコ人大学生のカタカナに対する違和感の話題に移りま

す。私はケマル大学で日本語を選択科目として教えています。1年生で私の授業
をとる学生は4年間続けて私から学ぶわけです。私は『まるごと』という教科書
を教材として使っていて、最初の５～６週間、第１課はひらがなを習得させてい
ます。次の第2課になると、今度はカタカナになりますが、テレビとかカメラな
どはトルコ語でも外来語としてあるのでそれほど違和感はないのですが、普通の
学生は、テーブルあるいはベッドとかジュースとかになると、一様に驚きを見せ
ます。

なぜつくえではなくテーブルなのか、なぜジュースという外来語が日本語にあ
るのかと、私の生徒たちは不思議に思っているわけです。

3年生のクラスでは私はJポップの歌詞をトルコ語に翻訳する授業を行ってい
ますが、ウルフルズの歌詞で「君を　好きで　よかった　このまま　ずっとずっ
と　死ぬまでハッピー」というフレーズが出てきたときは、どうしてハッピーな
のか。どうして幸せとか幸福ではなくてハッピーなのか、彼らは疑問に思ってい
ます。おそらく日本人は欧米に憧れがあると解釈している学生もいるかもしれま
せん。

その理由は何でしょうか。私はおそらく日本語における外来語の機能とトル
コ語における外来語の機能が違うからではないかと思います。例えば日本語の
場合、相手に印象づけたいとき、インパクトを与える表現が使いたいときに、
わざと外来語を使うことがあります（スライド6）。例えば、「機会」ではなくて

「チャンス」を使うといった具合です。あるいは、柔らかい語感を与えたいとき
は、「助言」ではあまりにも直接的になりすぎるので、「アドバイス」を使用しよ
うと考えるのかもしれません。「牛乳」と「ミルク」のように、意味領域がはっ
きり決まっているケースもあります。どんなときに「部屋」を使うのか、どんな
ときに「ルーム」を使うのかは多分決まっているわけです。

おそらくトルコ人の大学生が特に気になるのは、「牛乳」という言葉があるの
に、どうして「ミルク」という外来語が日本語に存在しているのかが多分わかり
づらいのだろうと私は思ってます。日本語の場合、外来語を使うことによって国
際感を与えることもあります。例えば「日本」のことを「ジャパン」、あるいは
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「○○ジャパン」と表現しているときは、国際感を意識しているわけです。そう
いった感覚もトルコ人には分かりにくいのかもしれません。「トルコ」のことを
わざわざ「ターキー」という言葉で表現したら、多分気取っているとトルコでは
解釈されると思います。

また、外来語の親密感という機能もトルコ語にはないと私は考えています。例
えば「もらう」と「ゲット」するを見てみると、「ゲット」を使った時点で相手
との距離感はもう縮んでいます。こういった親密感を与えることが特に日本語の
場合はできますが、トルコ語の場合は外来語にこういう機能はありません。

そこで、カタカナを学ぶとき、トルコ人大学生が一瞬の驚きを見せているわけ
です。その理由としては、「外来語が伝統を破壊している、母語を破壊している」
という考え方がその他のベースにあって、日本語における外来語の機能について
彼らはまだはっきり把握してないという部分もあるかもしれません。

私の発表は以上です。文献はご覧の通りです（スライド７）。ご清聴ありがと
うございました。

スライド 6
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スライド 7
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トルコの若者のアニメと	
マンガ関心：
現実逃避、別世界とアイデンティティー

チェリッキ・メレキ
チャナッカレ・オンセキズ・マルト大学（COMU）

　私の発表は、トルコの若者がアニメとマンガにどういう関心を持っているかに
ついてです。レベント先生の発表ではトルコ人とカタカナの話が出てきましたが、
トルコの若者が日本の伝統または精神文化にとても関心を持ってるという点で、
私の発表ともつながります。さらに、現実逃避と別世界（もしくは異世界）とア
イデンティティーの関係についてもお話しします。
　発表の流れは、はじめにトルコにおけるアニメ・マンガ事情の一部を紹介し、
その特徴や意味合いに触れ、次にトルコの若者育成政策とアニメ・マンガの異世
界との関係、さらに理想郷／ユートピアとして日本のアニメやマンガがどう機能
してるのかを考えます。最後に、インドネシアとトルコのアニメ・マンガ事情の
共通点としてファン・グループにも触れてまとめます。
　以下のキーワードを視野に入れ、トルコの若者が日本のアニメとマンガをどう
見ているのか、我々はそこから何を考えることができるかということを考察して
いきたいと思います。

・�文化産業（culture industry）、グローバル化（globalization）、ポップカル
チャー（pop culture）

・サブカルチャー（sub culture）、ファンカルチャー（fan culture）
・アジア娯楽産業（Asian Style Amusement ; Hallyu, and Japanese Style）
・現実逃避（Escapizm）、異世界（isekai）、アイデンティティー（identity）

1.	�トルコにおけるアニメ・マンガ事情の歴史、
特徴と意味合い

　まず、文化の定義ですが、文化とは「特定の社会や社会集団を特徴づける生活
様式であり、その内容は知識、伝統、規範、法律、信念から成ります（Giddens 
& Sutton, 2014,s.259）」と定義されています。サブカルチャーも、その国または
グループのメイン文化の中の一つ、断面写真（kesit）として考えられます。
　文化には色々ありますが、物質文化と精神文化ということが最近論じられてい

【第１部】

発表2
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ます。「精神文化とは、ある国家を他の国家と区別する文化の範囲（習慣、伝統、
社会的行動）などであり、その国家の個性を際立たせるものである」（Kocadas，
2005，p. 3）といわれるもので、支配的な規則とは異なり、より明確な反応を示
す行動として「国民文化のサブプラクティス」（Boschele，2015，p. 2）として
定義されています。
　物質文化と精神文化という観点から見ると、トルコの若者はアニメとマンガを
まず日本の精神文化として受け入れています。そして少数派ではありますが、例
えばフィギュアとかコスプレとかそういったものも最近出てきて、一方では物質
的な文化も受け入れるようになったと考えられます。
　ポップカルチャーは、「『popular』の最も短く平凡な意味は『人民に属する』
であるが、この概念はこの定義よりも広い範囲を表現とする。したがって、大衆
文化とは、日常生活と工業製品のユーザーとの間の『中間層』によって作り出さ
れた文化世界である（Hatipler，2017，p. 41）」と定義されます。その中ですご
く人気がある何か、例えば「ワンピース」などですが、それは一方では資本主
義のもとで売れるものでもあります。ですから、ポップカルチャーと資本主義

（capitalism）は深層において繋がっているといえます。
　テオドール・アドルノ（Theodor W Adorno）というドイツの哲学者の、文
化産業（Culture Industry）という理論があります（スライド１）。つまり、文
化を「売る」ことができるのです。
　トルコの文化を例に挙げると、「ナザール・ボンジュウ」という目玉の形をし
た魔除けのお守りが商品になるわけです。トルココーヒーももちろん売れるので
すが、文化も売れるのです。だから、文化というのは一つの産業といえるのでは
ないかとアドルノ氏は言っています。
　最近、世界の中で、日本のアニメ・マンガが一つの日本の精神文化として産業
化されているという論があります。トルコの場合、トルコの事情に関する意義と
して、トルコでは商品のみではないです。なぜかというと、若者が自ら翻訳して
ホームページを作っている、つまり作るプロセスの中に入っているからです。た
だ単に「買って消費するもの」ではありません。

スライド 1
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　一方、日本側からすると何があるかというと、先ほどレベント先生も少しソフ
トパワーについて触れておられましたが、ソフトパワーというのは、自分の望む
ことをどこか別の国とか場所に受け入れてもらったりすること。つまり、自分の
価値観や文化を相手に示して、魅力的だなと思ってもらったりすることです。そ
れには国の政策も関係します。簡単に言うとそんなことですが、日本の外務省の
ホームページにわかりやすく説明されていましたので、スライド２に抜粋しまし
た。大学生の方が日本のソフトパワーについて外務省の方にインタビューしたと
きの話です。
　マンガとアニメの何がそんなに受けているのか、何がいいのかというと、私の
結論では、想像力の商品化です（スライド３）。想像力がマンガとアニメを魅力
的なものに見せています。もちろん、商品化されるマンガとアニメは日本の国家
政策でもありますし、パワーでもあります。産業としての商品でもあります。
　特に文化の商品化です。その場合、ポップカルチャーはやはり先ほどのアドル
ノ氏の論で言うと消費される商品で、消費者はおそらく海外と日本の若者の両方
です。

スライド 3

スライド 2
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　そこで 1990 年代にフランスの哲学者ロラン・バルトは、日本を「表象の帝国」
と表現しました。日本は表象のシンボルだったのです。でも、2025 年現在、ト
ルコの事情を見て、私はそれを「想像力の帝国」と言い換えた方がいいと考えて
います。これは我ながら一つの提案となるのではないかと考えています。
　なぜかというと、次に詳しく見ていきますが、描くことによって表現されるマ
ンガとアニメは、すごい想像力の表れだといえるからです。
　

2.	�トルコの若者育成政策VSアニメ・マンガの
異世界

　一方で文化論からみると、「大衆文化において考慮すべき最も重要な特徴は、
それが覇権的イデオロギーの要素と、「苦しむ」人類の解放への期待を表す「反
イデオロギー的」要素の両方を含んでいることである（Oskay，1980，p.250）」だ
とされます。もっとかみ砕いていうと、苦しみを持つ人たちが、一つのレジスタ
ンス（抵抗）として何かのポップカルチャーにハマる、そういう文化が大好きに
なるといいます。つまり、他の国のポップカルチャーを受け入れる時は、一つは
苦しみとか困難な環境、もう一つはイデオロギーとかに抵抗したい気持ちがある
そうです。そういう議論があります。
　では、「トルコの若者はそんなに苦しんで」いるのでしょうか。いろいろ考え
られますが、抵抗とかイデオロギーに反発するという意味でしたら、2010 年代
以降のトルコの若者を見た方がいいかもしれません。2010 年頃には、少し保守
的な若者、いうことをちゃんと聞く若者、言い換えると少しおとなしすぎる若者
を作る政策があるんです（スライド４）。それを日本語で「望ましい若者」と訳
しました。
　同時に、2010 年代にマンガ・アニメにバンバンはまっていく若者のグループ
も現れます。その二つがなぜ一緒になったのかは、少しクエスチョンマークなの
で一緒に考えましょう。

スライド 4
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　海外移住思考、海外に住みたい若者は私の学生の中にもいます。それも 2024
年は前年 2023 年に比べて 50 パーセント増と、急に増えました。もしかすると
トルコの若者は別の世界、異世界としてマンガ・アニメを見てるのではないかと
も考えられます。
　簡単にトルコとトルコのマンガ・アニメの歴史を見ますと、先ほどレベント先
生が説明してくださったようにトルコでは 90 年代に入って日本語学科が作られ
たり、日本語が勉強されるようになったりしましたし、マンガ・アニメとか日本
の時代劇とかも放送されるようになりました。
　トルコ文学における新たな研究テーマとみなされているＫドラマやＫポップ、
そして 1990 年代から話題になり始めたマンガ・アニメ（Alicenap，2014，p33）
は、音楽から食文化、映画から美の認識まで多くの分野に影響を与える大衆文化
となり、私たちの生活の中で私たちと共にあり続け、社会現象に影響を及ぼし始
めています。1990 年代はトルコの日本研究とアニメ・マンガとの出会いの第一
歩といえます。その影響要素の一つは、インターネットとグローバル化です。た
だ、トルコのインターネット事業は 2000 年以降に普及するので、90 年代ではま
だインターネットの話もできません。
　アジア文化は 2010 年年代からトルコだけではなく、世界的に有名になり始め
ました。日本のマンガやアニメは、テレビで放映されたり、マンガやアニメのファ
ン、特にインターネットユーザーによって公開されたウェブサイトで紹介された
りするようになり、1990 年代からますます人気が高まっています。若者たちが
興味を持っているからアニメをサポートしましょうとか、マンガだけ出しましょ
うといった出版社が現れ、日本分野専門の出版社ができたというのも大きいです。
現在、トルコには「Arunus, Tudem, Everes, İthaki, Gerekli Şeyler, Marmara, 
Çizgi ve Akılçelen」など、さまざまな出版社がマンガを出版しています。最近、
例えば İthaki は日本のクラシックマンガを 80 冊一気に出しました。本日のご参
加の先生方の中にも、この翻訳に携わった先生がいらっしゃいます。
　トルコでは先にアニメが知られるようになって、マンガは少し後から入ってき
ました。最初はずっとテレビを媒介にしていました。

スライド 5
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　トルコのマンガの定義も面白かったです。「マンガの後に続き、視覚言語の延
長であり、マンガのデジタル記号でもある「アニメ」も、もともとマンガがベー
スになっています。しかし一方で、マンガの重要性と人々によるマンガの認識は
アニメを通じて達成される」（Ozdemir, 2020, s19）というのです。アニメはマン
ガのデジタル記号としての位置付けで、マンガとアニメはとても近いものです。
でも、日本人にマンガとアニメとどっちが好きですかと言ったら、はっきりした
イメージがあると思います。出版された紙の印刷物がマンガで、映像で見るのは
アニメですから、同じではありません。でも、マンガからアニメができたり、ア
ニメからマンガになったりもします。日本文化のその二つのジャンルは一つのも
のとして見られています。日本、中国、韓国が同じ世界だと見られているケース
もありますが、それはまた別の機会でお話しします。
　それでは、人気のあるマンガを少し見ていきましょう。トルコではマンガより
アニメ、読書よりも視覚的メディアへの関心が高く、その芸術性も視覚性も重視
されています。おそらくトルコは「読む文化」よりも「話す文化」なのかもしれ
ません。そして、私からみると日本は「話す文化」よりも「書く文化」です。文
字も書く、絵も描く。そういった習慣がすごく普及しているからです。
　人気アニメについては、皆さんの方が詳しいと思います（スライド５）。どこ
に行っても『Naruto（ナルト）』が第一。ほかにも『One Piece（ワンピース）』
など、たくさんあります。この中にはトルコ語に翻訳されたものも多いです。
　アニメ、マンガをどこで見ているのかというと、昨年 1000 人ぐらいの人に聞い
た調査結果を見るとインターネット視聴が一番でした。ほとんどの人がオンライン
のインターネットサイトでアニメを見ています。マンガを訳すサイトもあります。
　マンガの人気順位を見ていくと、逆に『ワンピース』が１番で、『ナルト』の
順位は下になっています。
　

3.	�理想郷／ユートピアとしての	
日本的な創造力

　面白かったのは『ナルト』の哲学です。ここがおそらく先ほどのレベント先生
のお話と一番似ているところになります。トルコでは日本の文化の伝統的なとこ
ろが維持されているという側面を大事にしています。
　これは『NARUTO の哲学』という本ですが（スライド６）、これが英語で出
版されて、さらにトルコ語に訳されています。勇気、決意、許し、忠誠、忍耐、
楽観、誠実、自信など、日本にはこういう哲学があると紹介している本です。若
者が惹かれてるのもこういう世界です。日常生活の中で少し不満を抱いている人
は、信頼できるとか忠実とか、そういうことに憧れているようです。これは 13
歳・14 歳、20 歳の人もかなり読みます。この本は人気です。本のバックカバー
には日本語とトルコ語の単語の両方が出ています。日本語の漢字自体がトルコ人
にとって多分一つのシンボルとして機能しているのです。先ほどのお話でカタカ
ナがイメージを持ってるように、漢字で書いてあること自体が意味を持っていま
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す。
　トルコの中学校の国語の先生に聞いたら、多くの学生がアニメに興味を持って
いるそうです（Virdil, M., & Karakus, N（2024））。女性生徒の方がよりアニメ、
マンガに興味を持っていて、多くはファンタスティックな内容です。年齢的に不
適切と思われる内容もあるのでそれだけは気になりますが、トルコの中学生にも
アニメは人気があります。
　ジャンル別にどっちが好きかと言ったら、「少年」が好きで、「ファンタジー」
がその次で、「SF」などが続きます（スライド７）。
　トルコの若者の関心はなんといっても「アニメ」です。アニメが 1 位で、83.7 パー
セントの人が関心を持っています。マンガは 13.8 パーセント、ビデオゲームは
1.3 パーセントでだいぶ低く、日本のロックミュージックとか日本のポップミュー
ジックは1.2％なので、ほとんど興味を持ってないと言ってもいいかもしれません。
　ただ一方で、我々研究者がアニメ・マンガ研究をしているかというと、トルコ
の日本研究者の中で、アニメ・マンガ研究に専門的に取り組んでる先生はほとん

スライド 6

スライド 7
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どいません。私はまだ出会っていませんが、ご参加の皆さんはどうですか？　マ
ンガの研究者は少ないという認識でＯＫですか？　一方でマンガで日本語教育を
考えられるかというのも新しい分野でこれから研究するべきです。
　もう一つ、今までの研究のほとんどがアンケートです。フィールドワークや論
文のデータ分析をするとか、日本や別の国と比較するといった研究は少なくてア
ンケート調査がほとんどです。調査対象も 20 歳代まで、つまりマンガ・アニメ
は 20 歳までの人が読む・見るものとされて 30 歳代以上は調査されていませんで
した。一昨年私の学生が「マンガで日本語を学びましょう」という研究をして修
士論文を書きました。面白かったですが、懸念することが多いです。
　

4.	�インドネシアとトルコのアニメ・マンガ	
事情の共通点としてファン・グループ

　一方でアニメの共同体ができています。引きこもりの問題もちょこちょこ現れ
ています。こういったサイトがいっぱいあって、日本の精神文化を受け入れよう
と、自分たちで翻訳しています。それが 1 番メインです。また、アニメ・マンガ
の HP は日本のニュースもたくさん伝えています。我々学者よりも若者のほうが
もっと日本事情に詳しくなっています。
　日本語イコール日本精神を「着る」ということで、日本語の文字が書いてある
Ｔシャツを着る若者も最近多くなっています（スライド 8）。日本語の漢字入り
のものもすごく多く見られます。
　これは何を意味するかというと、それになりたいという意味だと思います。私
はこういう人になりたいからこれを着る。「日本精神になりたい」、もしくは「ナ
ルトになりたい」かもしれません。

スライド 8
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5.結論
　まとめとして、私の提案は「想像力の帝国」として日本語をもう 1 回見直した
方がいいかもしれないということです（スライド９）。「想像力の帝国」というの
は大袈裟かもしれませんが、多分若者にとってそれが一つの自分のリラックスで
きる場所となってます。
　ポップカルチャー論では、苦しみとかイデオロギーに反発したいところがある
ということも確認しました。
　2010 年代のトルコの望ましい若者育成という政策と同じ時代に、アニメもマ
ンガも大人気になりました。
　また、日本語教育ではアニメはまだあまり使用されてないと思います。たまた
ま授業で少し見せるくらいです。アニメ・マンガは確かに非現実的です。でも、
トルコの若者がそれを読むことによって自分の世界が広がります、考え方が広が
ります、非現実的だと言いながらも、現実の生活でそれを生かしたいということ
です。日本の精神文化、ナルトみたいに誠実でなりたいと思う若者が多いようです。
　以上、私の言いたいことは大体そんなところです。何かの議論はまた後ほどに
しましょう。
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スライド 9
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イランの若者と	
日本語・日本文化：
メディア、教育、就職、そして未来展望

アヤット・ホセイニ
テヘラン大学

1.	イランの日本語教育の沿革

　今日のテーマは、イランの若者と日本語・日本文化ですが、皆さんの発表とは
違い、自分の研究成果よりもイランの日本語教育のご紹介になると思います。よ
ろしくお願いします。
　まずはイランの日本語教育について、テヘラン大学を中心に簡単に説明します。
皆さんご存知の通り、イランという国は中近東に位置しています。人口のランキ
ングで言えば世界 17 位、面積のランキングでも世界 17 位です。ある意味でバラ
ンスがとれている国だといえるかもしれません。
　そのイランの中にテヘラン大学というのがあります。イランで 1 番古く、1 番
大きな大学です。1934 年に創立しました。教員が 3,305 人、スタッフが 3,500 人、
学生の人数は 5 万 2,154 人です。
　そのテヘラン大学の中に日本語専攻科があります。イランではさまざまなとこ
ろで日本語は学べるのですが、イラン全体で唯一日本語専攻として学位をもらえ
るのはテヘラン大学だけです。
　また、テヘラン大学には日本語専攻以外に、一般市民向けで誰でも学べる公開
講座というものがあります。この公開講座もそうですが、民間の教育機関なども
含め、一般市民に日本語を教えているのは、ほぼ全員がテヘラン大学の卒業生で
す。これも実はテヘラン大学の 2 か所にあります。後で説明します。
　それ以外に、最近は instagram などを活用してデモ授業を行い、学習者を募
集してプライベートで日本語のオンライン授業を行っている人も少なくありませ
ん。そういうやり方で日本語を学んでいる人も多くなっています。
　また独学で日本語を学んでる人も最近非常に増えています。YouTube などの
アプリを使って自分で日本語を学んでいます。

【第１部】

発表3
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　この写真はテヘラン大学の真ん中にあるモスクです（スライド１）。昔から非
常に人気があって、記念写真などを撮る絶好のスポットとなっています（スライ
ド２）。

2.	テヘラン大学外国語学部の日本語教育
　テヘラン大学には外国語外国文学部がありまして、我々はそこに属しています。
　さて、テヘラン大学における日本語教育の歴史は、まず、1989 年に外国語学
部の必修選択の第二言語として日本語コースが開設されたところから始まりまし
た。その後、1994 年に日本語・日本文学専攻が設置され、2008 年に修士課程（日
本語・日本語教育研究科）が開設されました。学士課程は日本語・日本文学で、
修士課程は日本語教育になっています。
　さらに 2013 年から、世界研究学部あるいは世界研究科という我々の隣の学部
ですけれども、そこに日本語ではなく、ジャパンスタディーズという日本研究科
が始まりました。ここは修士課程までとなっています。そして、2 年前の 2023

スライド 1

スライド 2



© 2025 SGRA	 27

S
G

R
A

 　
　

r
E

P
O

R
T

  

no. 
114

イランの若者と日本語・日本文化：メディア、教育、就職、そして未来展望� アヤット・ホセイニ

年から外国語学部の中に日本語専攻と中国語専攻と韓国語専攻が一緒になって、
東アジア言語文学科が設置されました。ちょうど去年 2024 年がテヘラン大学の
90 周年、そして日本語専攻の 30 周年でした。
　教員数は 2021 年から１名減って、現在は教員 5 名と非常勤で教えているネイ
ティブの先生が 1 名、合わせて 6 名です。教授もまだいません。毎年入ってくる
新入生は、学士課程（日本語日本文学）が 25 人から 30 人までで、修士課程（日
本語教育）が 6 人から 9 人までということになっていて、現在学士課程で 106 人、
修士課程で 16 人、合わせて 122 人の学生が在学しています。
　使われている教材などについてもよく聞かれますが、多分皆さんおなじみの教
材です。日本語教育関連の方はもうご存じの教材ですけれども、初級文法などは

『学ぼう！にほんご』という教材を使っています（スライド３）。
　学生が行っている活動もさまざまです。例えば毎年日本語劇を行います。過去
の例ですが、例えば菊池寛の「父帰る」、岸田國士の「紙風船」、木下順二の「夕鶴」、
三島由紀夫の「弱法師」などをやりました。これは「父帰る」を上演しているシー
ンです（スライド４）。

スライド 3

スライド 4
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　日本語劇以外に、声劇というのも毎年やります。簡単に言えばラジオ劇みたい
なものです。声だけを録音して行う劇で、新美南吉の「手袋を買いに」のような
日本の作品もあれば、「マルズバン・ナーメ 二つの寓話」のようなイランの作品
を日本語に訳して声劇にするやり方があります。単なる声劇ではなくて、学生が

スライド 5

スライド 6

スライド 7
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自分で絵を書いて、声劇のために簡単なアニメーションみたいなものを作りま
す。ご覧になりたい方は YouTube のリンクがあるので後でご一報ください。テ
クニック的には非常に簡単ですけれども、こういう簡単な絵を書いて、アニメの
ように作って上映しています（スライド５）。
　スライド６は近現代文学の私の授業で、学生が発表しているところです。スラ
イド７は新入生を迎えるときのイベントで、毎年学生が企画しています。浮世絵
などをモチーフに使って、大学のいろんなところを紹介したりしています。
　たまに海外からの先生を招いて講演をしていただくこともあります。スライド
8 は日本国際交流基金の蟻末淳先生が 2024 年にいらした時の写真です。
　日本語能力試験（JLPT）も 2012 年から行っていますが、ご覧の通り、受験
者の人数が毎年増えてきて、2012 年に 88 人だった受験者が去年 2024 年は 408
人になりました（スライド９）。グラフにしてみますと、棒グラフの一番上、青
色のところは援護レベルを示しているのですが、ご覧の通り、援護レベルの受験
者がだんだん多くなってきているのがわかります。援護レベルを受けているのは
我々の学生ではなくて、一般市民というか、外で日本語を勉強している人ですか
ら、日本語に興味ある方の人数も増えつつあるということの証拠になります。

スライド 8

スライド 9
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3.テヘラン大学公開講座の日本語講座
　先ほど公開講座が 2 か所あるというお話をしましたが、それは私たちの外国語
学部外国語外国文学部に属する公開講座と世界研究学部に属する公開講座です。
時間の関係で具体的な説明は省きますが、私たち外国語学部の公開講座は対面授
業だけ（スライド 10）、世界研究科の公開講座はオンライン授業だけになってい
ます（スライド 11）。

４.	 今後のイランの日本語教育の展望
　問題点とこれからの展望の話に移ります。まず就職の問題があります。日本語
専攻の卒業生の就職の問題です。15 年前ぐらい前の私たちの学生時代は、イラ
ンと日本の経済関係が非常に強くて、イランには石油関係などの日本の企業がた
くさんありました。その時は仕事先が色々ありまして、日本企業に勤めたり、ツ

スライド 10

スライド 11
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アーガイドをやったり、フリーランスの形で翻訳・通訳の仕事をしたり、そうい
うチャンスがたくさんありました。ところがアメリカの経済制裁が始まってから、
日本の企業もイランから出ていって、現在はイランと日本の経済関係はほぼゼロ
という形になっています。
　そういうことも影響して、日本語専攻卒業生の就職先が大幅に減少してしまい、
暗い話になりますが、日本語専攻の人気が低下傾向にあるというのは残念ながら
現実です。
　そこで、自分でできる仕事を考えて、実践する学生も現れました。例えば、
instagram で、デモの日本語授業を行い、学習者を募集するやり方などです。ス
ライド 12 の写真は、アイダさんという卒業生が instagram で日本語の授業を行っ
ている様子です（本人から許可いただいて掲載）。
　現在の問題点は大きく分けて四つあると考えています。
　一つ目は東アジアの他の国の言語も人気となり、日本語の人気ランキングがや
や低下していることです。昔はイランで東アジアといえば日本、日本語にライバ
ルはいませんでした。ところが最近は、韓国語と中国語の人気がとても高くなっ
ています。韓国は K-pop や K ドラマ人気から、中国はイランと経済的な関係が
強いので中国語ができると仕事を見つけやすいからです。
　二つ目は、昔は日本国際交流基金から専門家が派遣されていましたが、その派
遣が近年行われていないので、現行の教授法や教材などの改善が十分に行われて
いないことです。
　三つ目は、新しい教材などを手に入れるのが非常に難しくなっていることです。
経済制裁の関係で amazon などを使って簡単に教科書を購入することができませ
ん。イランの国民は国際的に使えるようなクレジットカードが作れません。その
ため教材のアップデートなどがあまりされていない現状があります。
　四つ目は、繰り返しになりますが仕事の話です。卒業生の就職先が限られてい
るために、学生たちは学ぶ動機を喪失しています。
　それではまとめとして、最後に私たちの今後の展望についてお話しします。

スライド 12



32	 © 2025 SGRA

S
G

R
A

 　
　

r
E

P
O

R
T

  

no. 
114

中近東・東南アジアからみる日本と暮らす日本：それぞれの視点で考える第76回SGRAフォーラム

　今私たちが企画しているのは、まず日本国際交流基金や他の日本の教育機関と
いったさまざまな団体の力を借りて、テヘラン大学日本語専攻の日本語教育内容に
ついて専門家の方にご検討いただき、改善の助言をいただきたく思っております。
　また、現在、テヘラン大学日本語専攻の修士課程では日本語教育のみが提供さ
れていますが、なるべく翻訳学（日本語・ペルシャ語）なども導入したいと考え
ています。日本語教育だけではなく、翻訳・通訳の学科を作ればまた人気になる
と思います。トルコのアンカラでも翻訳・通訳の学科ができているという話を伺
いましたので、それは非常にいいと思いました。
　それから、テヘラン大学は修士課程までありますが、日本に留学したくてもで
きない人もいるので、イラン国内でも博士課程を企画することについても考えて
います。また、テヘラン大学に属する二つの公開講座もまた日本のジャパンファ
ンデーションなどの力を借りて、もっと積極的にサポートしていきたいと思って
おります。
　最後に、日本語専攻はテヘラン大学 1 か所だけにありますが、テヘラン大学以
外の大学でも日本語教育を展開したいと考えています。
　今日の発表は以上です。また何かあればディスカッションの時に是非ご指摘く
ださい。ありがとうございました。
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中近東の日本語・日本文化イメージを再考察する
司会：岩田 和馬（東京外国語大学）

オンラインQ&A：シェッダーディ アキル（慶應義塾大学）

指定討論者：	孫 建軍（北京大学）
	 市村 美雪（チャナッカレ・オンセキズ・マルト大学（COMU））
	 ショリナ　ダリヤグル（筑波大学）

　　討論者：	レベント・トクソズ（テキルダー・ナムク・ケマル大学（ＮＫＵ））
	 チェリッキ・メレキ（チャナッカレ・オンセキズ・マルト大学（COMU））
	 アヤット・ホセイニ（テヘラン大学）

それでは続きまして、討論に入りたいと思います。指定討論者の孫先生、市村
先生、ダリヤグル先生、発表者のレベント先生、メレキ先生、アヤット先生もご
登壇ください。

それではまず、討論者の先生方からコメントをいただければと思います。

北京大学の孫建軍と申します。今回のフォーラムは渥美財団の奨学生たちがメ
インとなって企画し、こちらの大学の協力を得て行われています。私は2002年
度に渥美財団の奨学金を得て、順調に学位を取った後、中国に戻って仕事を始め
ました。学生のみなさん、将来日本に留学して博士課程で学びたいとお考えな
ら、ぜひ渥美財団の奨学金を狙ってみてください。

本日は、3名の先生方のお話を伺って大変勉強になりました。私は日本語の勉
強を始めて数十年になります。日本語教育に携わってからでも20年以上になる
のですが、これまでは主に中国を中心とした日本の周辺国、いわゆる漢字文化圏
で日本語教育を考えることがほとんどでした。今回、非漢字文化圏のトルコに来
て、先生方と交流することができ、大変勉強になりました。

1人目のレベント先生のお話では、日本語を勉強するトルコ人学生の外来語に
対するイメージを考察していただきました。考えてみれば、中国人にとって漢字
は日本語を勉強するときにかなり役に立つものですが、非漢字圏の学習者にとっ

岩田

孫

疫病と東アジアの医学知識――知の連鎖と比較中近東・東南アジアからみる日本と暮らす日本：それぞれの視点で考える第76回SGRAフォーラム

第1部
【討論】
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市村

てはおそらく漢字は難点だと思うのです。でも実をいうと、漢字の組み合わせに
よってできた新しい漢字語彙は、中国人にとっても外来語なのです。

例えば先ほどレベント先生のお話の中に出てきた「積極」とか「消極」とか、
あるいはメレキ先生のお話の中に出てきた抽象的な概念はほぼ日本で作られた漢
字語彙です。日本で作られ、それを今中国人が外来語とは思わないで無意識に
使っている、あるいは利用しているのです。一方で、カタカナの言葉を勉強する
際、北京大学の私の学生たちは皆さんと同じようにかなり英語ができるのでそん
なに苦労はしないのですが、普通の中国人はまだまだ英語力が足りず、外来語と
してのカタカナを覚えるときに抵抗を感じたりする理由は、文化的なものではな
く、単に英語力が足りないだけではないでしょうか。

国によって外来語に関する、あるいはカタカナ語に対する気持ちがいろいろ変
わってくるなどのお話を、本当に興味深く伺っておりました。長くなりました
が、私のコメントは以上です。

市村と申します。先生方、ご発表ありがとうございました。それぞれにとても
興味深く、自分が今教えている環境のことと重ね合わせながら聞かせていただき
ました。

まず、レベント先生のご発表のカタカナが最初の難問だというところは、実は
私は、そういう風に思っておりませんでした。会場でご参加の学生の皆さん、ど
うですか？　あ、はいって頷いてますね。カタカナを苦手に思う学生が多いの
は、確かにそうだと感じてはいたのですが、ひらがなが終わった後に、またも
う1回最初から覚え直さないといけないことに抵抗があるみたいな、そんなふう
に私は思っていました。でも、実はそういう理由ではなくて、もっと意味的な使
い分けで困っているかもしれないし、そもそもやはり伝統を崩すといった悪いイ
メージがある、そういう抵抗感もあるということを知って、これからの教え方を
考えたいと思いました。

メレキ先生のご発表のアニメ・マンガについてですが、やっぱりすごい人気で
すね。アニメを見て日本語を選びましたという学生も結構いたりするのですが、
日常的な不満があって、そこからの憧れであったりとか、逃避したりという意味
合いがあるという分析が非常に面白いと思いました。全く考えていなかったこと
です。また、メレキ先生がご発表でおっしゃっていた、トルコは「話す文化」、
日本は「書く文化」というのも面白いと思いました。読むよりも見る方がトルコ
では一般的だっていうこともおっしゃっていましたが、今、予備クラスが終わり
かけの学生ですとか、1年生になった学生などが、マンガを日本語のオリジナル
で読み始めています。見ていたアニメのマンガを今、オリジナルの日本語で読め
るようになったことで、また一つ、達成感・満足感のようなものを感じているよ
うです。そんなことを思い出しながら、聞いておりました。

そして、アヤット先生。イランのテヘラン大学の日本語教育事情は、なかなか
聞く機会がないことでしたので、本当に興味深く拝聴しておりました。

大きな問題の一つは、やはり就職ですよね。非常に難しい課題だと思います。
こちらの日本語教育学科に入ってくる学生たちも、将来のこと、就職のことを考
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ダリヤグル

えて入ってくるという学生がかなり多いと思います。
トルコの場合はまだまだチャンスがあって、日系企業に就職するといった機会

には恵まれているかと思うのですが、ここは実は日本語教育学科ですので、では
卒業後、教育関係の職に就けるか、日本語教師になれるかというと、そちらの方
はまだまだチャンスが少ないという現状があります。教師の教育を学ぶ学科なの
に教育関係の就職の機会が少ないと、やはり教師としてのモチベーションは下
がってしまいます。同じような問題を抱えていると思って聞いておりました。で
はどうしたらいいかということは、皆さんで討論したいと思います。以上です。

先生方、ご発表ありがとうございます。非常に興味深く聞いていました。私
は、出身はカザフスタンですので、他の地域の日本語教育の状況はあまり聞く機
会がありません。非常に貴重な時間になりました。

まず、レベント先生の意外な側面からのお話、カタカナの捉え方が非常に面白く
て、学習者の日本とか日本人、あるいはカタカナに対するイメージをある程度把握
しておくことは、教師として非常に重要なことだと改めて考えさせられました。

先ほどレベント先生が提示された日本のイメージはだいたいポジティブなことで
した。学習者が日本語を学ぶ際にポジティブなイメージがある場合はあまり葛藤は
おきないように思います。もし何かネガティブなイメージを扱った先行研究などの
事例がありましたら伺いたいです。そのときは教師としての態度はどのようにすれ
ばいいだろうかなどと考えながら、非常に興味深くお話を伺っておりました。

メレキ先生も、現実から逃げて、別の世界に行ける手段としてマンガやアニメ
などにはまる、そういうことがあるのだと、データを拝見しながら思っておりま
した。というのは、日本語の授業はもちろん勉強したり、話す、聞く力を伸ばし
たり、そういう授業ですが、そこに先生がおっしゃったように、これからマンガ
とかアニメを実際に取り入れる方法にはどういうやり方があるのか、これからの
大きな課題ではないかと思います。

実はメレキ先生が見せてくださったアニメやマンガのリストを拝見しても、私
は「ナルト」しかわかりませんでした。学生からすればアニメやマンガは日本語
とか日本の文化を知るための大切なリソースですので、やはり教師側は無視して
はいけないと感じました。教師の負担にはなりますが、ちゃんと読まないといけ
ない、見ないといけないですね。

最後にアヤット先生のご発表ですが、イランとカザフスタンには共通点がある
と思いました。カザフスタンの日本語教育はどちらかというと孤立環境です。と
いうのは、学生は教室以外ほとんど日本とか日本人とか接触する機会がなくて、
その結果、卒業してもあまり就職先もないというのが現状です。ただ、カザフス
タンの場合は、直接日本人と接触できなくても、カザフスタン人同士で小さい日
本というコミュニティを作って、その小さなコミュニティの中で習得した日本語
を生かしています。ただそれだけで就職がないというのは無視できない問題で
す。私も日本語教師として何ができるのかいつも迷っていて、これは切実な課題
だと思います。一般市民の人々が日本語に価値を見いだして、おそらく趣味とい
う感覚で勉強しているのではないかというのも、非常に面白いと思いました。
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岩田

レベント

メレキ

ダリヤグル

本日の先生方のご発表の共通点として感じたのは、日本語教育における多様性で
す。例えば以前の日本語教育は、日本文化を固まった形として捉えていたように思
うのです。日本人らしさとか正しい日本語とか、それを固定化されたスタンダード
な形で一方的に教えるというか伝えるというか、そういうパターンが多かったよう
に思います。でも、現場の当事者という立場から、私たちの学生たちは日本語をこ
のように捉えているといったお話を伺い、主体性を持って日本語とか日本語文化を
捉え直すのは大切なことだと感じました。おそらくこれからの日本語教育は、多様
性という言葉がキーワードになると思います。それぞれの現場はどういう特徴、ど
ういう特性を持っているのか、そういう議論が必要ではないかと思います。

ただし、みんな違ってみんないいということで終わるのではなくて、日本語教
育にはいろいろなあり方があり得ると認識し、どういう捉え直し方があれば日本
語教育の新たな価値が見えてくるのかを考えたいと思います。長くなくなりまし
たが以上です。

討論者の先生方、ありがとうございました。オンライン参加の皆さんからいた
だいた質問には後でまとめてご回答いただこうかと考えております。それでは発
表者の皆さま、指定討論者の方々へのご回答をよろしくお願いいたします。

それでは一つだけ。日本人に対してネガティブなイメージは全くなかったのか
というご質問でしたが、私が見た限りでは、人間関係の目線で友達にはなりにく
いといったような回答はありました。ただ非常に少なかったので、私の分類では
その他というグループに入れております。

私はレベント先生のカタカナに少し引っかかりました。ここには中国の先生も
いらっしゃるし、カザフスタンの事情もわかる、イランの事情もわかる、そうい
うせっかくの機会なのでお聞きしたいのですが、トルコの若者は、日本文化自体
にはまっていると言ってもいいと思いますが、その中にヨーロッパ的な要素は入
れたくないと思うのです。英語は英語で大丈夫、日本文化はまた別のものとして
扱いたい。ですから漢字は入っていていいし、むしろかっこいい。ひらがなも平
安時代からのものだから良い、でもカタカナは「何このカタカナって」といった
思いが自分の中にも確実にありました。日本人はどうして「コップ」とカタカナ
で書くのだろうか。書かなければいいのになどと思っていました。その理由とし
て、我々はもしかしたら昔から「日本＝自分の伝統をすごく大事にして守る国」
だという先入観があるのかもしれません。中国の場合は、日本語または日本に対
してそういうカタカナ＋文化的な認識に繋がるところがあるのでしょうか。カザ
フタンの学生はどうでしょうか。せっかくの機会なので、教えていただけたら助
かります。

もう1点、日本語教育学科、教育の修士課程のプログラムがあるとおっしゃい
ましたが、どんな論文を書いているか、一つ事例を教えていただけますか。

カタカナについてカザフスタンの学習者が困難に感じていること、それは100
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孫

アヤット

岩田

アキル

パーセントあると思うのですが、その反面、英語やフランス語がわかると、なん
となく通じるという嬉しさもあります。たとえばサッカーとかテレビとかもそう
ですし、コンピューターは少し古い言葉ですが、話題としては多分、和製英語は
英語とはいっても日本語で作られたものといったことぐらいでしょうか。日本語
学習におけるカタカナについては、先ほどのご発表を伺って私も初めて認知した
ところなので、これからカタカナに関する授業を計画するときの参考にしたいと
思います。

中国の私のクラスでは、カタカナをボイコットする、あるいは抵抗を感じる学生
は、あまりいないのです。なぜかというと、日本という国はその時その時の世界の
中で進んだ文化を取り入れた形で成り立っています。もちろん伝統を守っていると
ころもあるのですが、常に世界中の新しい情報をキャッチしながら、それを日本語
に反映させていっているということをぜひお伝えいただければと思います。

日本語教育に携わっている日本人の先生と一緒にフランス語のフランス料理屋
さんに行ったことがありますが、カタカナばかりのメニューはもちろんのこと、
先生同士の話している日本語も「です」「が」「は」「を」以外は、料理名、飲み
物、食器名など、ほとんどカタカナだったので、とても違和感を覚えていまし
た。そういう意味では、むしろ皆さんのほうが文化的に近いので、羨ましく思い
ます。

まず1番目の質問ですけれども、学生が日本文化に西洋のものを入れてほしく
ないと思う気持ちについては、イランも全く同じ感じです。私自身も学生の時に
そういう考えを持っていました。初めて日本に行った時、成田空港の近くのホテ
ルに泊まっていたら、日本人の女性の方が来て、フロントで鍵を受け取って「サ
ンキュー」と言ったのです。そのサンキューを聞いて私はショックを受け、心の
中で悲しくなりました。どうしてありがとうじゃなくてサンキューなんですか、
と思ったのです。

2番目の質問については、うちの学生が書いている修士論文をよろしければ後
でEメールでお送りします。例えば一つの例として、去年私の学生が書いた論文
は、「日本語教育におけるアニメのマイナスの影響」というテーマです。授業を
受けずにアニメだけで日本語を学んでる人がどういう問題に直面するかというこ
とについて論文を書いています。例えば敬語などはあまりきちんと使えないと
か、そういう話です。私の方からは特に質問はないので、以上です。

それでは、討論の方も出尽くしたかと思いますので、第1部はここで終わりに
させていただきたいと思います。最後に、アキルさんから何かありますか。

本日のQ&Aの質問の5件がありまして、コメントも3件ありますが、時間も
延びてしまったので、午後の部でご紹介させていただきます。
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在日の中東出身者における
日本語習得過程の
変容と影響要因に関する
考察
アキバリ・フーリエ
神田外国語大学

　私は、「在日の中東出身者における日本語習得過程変容と影響要因」に関する
ことについて調査いたしましたので、本日はこの調査結果についてお話させてい
ただきたいと思います。
　第１部の発表では、中東のトルコやイランでの日本語教育についてお話をされ
ました。私は中近東から日本に渡り、日本で暮らしている人々に焦点を当てて、
中近東地域から日本に渡っていった彼らが日本で今、どういった状況で学習して
いるのか、そして実際に自分の国で学んだ日本語をどれぐらい生かすことができ
ているのかなどについて見ていきたいと思っています。
　中近東というと広い地域を指しますが、全体的な共通点として考えられるのは、
宗教的背景が比較的近いことです。宗教的背景が近いということは、習慣や文化
的背景も近いといえます。そして、調査結果から多言語話者が多いことも特徴で
あることがわかりました。
　「宗教的背景が近い」「習慣・文化的背景も近い」「多言語話者が多い」という
三つの共通点が挙げられます。

1.	本研究の背景と目的
　まず、本研究の背景と目的ですが、背景には中近東における日本文化・日本カ
ルチャーへの関心の高まりがあります。先ほどメレキ先生も、日本のポップカル
チャーが中近東でも若者の間などで大変人気になっているということでした。ど
うして人気になっているのかというと、ネットの普及などによります。日本のカ
ルチャーやアニメ・マンガは国境を超えて世界各国で知られるようになっていま
す。
　人々の日本文化への関心は世界的に広がっているのですが、今こちらで勉強し

【第 2部】
日本における
イスラム
コミュニティーの
日本文化受容と
日本語教育

発表4
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ている皆さんのように、おそらくアニメとかマンガとか何かそういう日本のカル
チャーに魅力があって日本に関心を持つと同時に、その国の言語、日本語に対し
ても関心が高まります。日本語に関心が高くなると、その国に行ってみたい、い
つか留学してみたい、その国に住んでみたいといった気持ちが高まってくる、そ
ういう自然な流れがあると思います。
　今日本には多くの外国人が住んでいるのですが、外国人のコミュニティーの中
で知られているものの一つがムスリムというか、イスラム教国から入ってきた外
国人です。現在日本に住んでいる外国人ムスリムは 29 万 4000 人ぐらいと、と
ても大勢の人々がいます。2024 年時点では、約 35 万人とも推測されています（店
田 2025）。その中から中近東の人たちを取り出してみます。イスラム教の背景を
持ってる人たちはインドネシアなどの東南アジアにもたくさんいますので、その
部分を差し引いて、私が注目したいのは、イランとかトルコとかエジプト、サウ
ジアラビア、シリアなどの中近東の人たちです。2024 年現在のデータから、こ
れぐらいの人数が日本にいることがわかります（スライド１）。
　本研究は、中近東地域の出身者で日本語を勉強している人たちは、もしかした
ら特有の課題を持っているのではないかという疑問から出発しました。個別の学
習者に焦点を当てて継続的な学習経過を追跡することで、送り出しの国及び受け
入れの国双方の教育体制におけるカバーされていない空白や、学習者の課題を明
らかにできるのではないかと、少し大きな目的というか希望を持って見ています。
　例えばトルコでいえば、日本語を教えているこの学校の日本語学科のような機
関が送り出しの場所だとして、それに対する受け入れ国が日本です。日本に行く
前に自分の国で日本語を勉強することと、日本に行ってから日本語を勉強するこ
との間のつながりを見ることが、まず必要なのではないかと思っています。
　あともう一つ、この研究を通して知りたいと思っているのが、AI に関するこ
とです。近年は ChatGPT に代表される AI 技術やネットワーク技術が急速に発
展しており、こうした技術革新が日本語教育にどのような影響を及ぼしうるかも
検討すべき課題だと考えています。

スライド 1
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　そして最終的に私自身とても興味があるのが、日本語を勉強するのは何のため
なのかということです。日本に行く外国人にしてみれば、もちろん日本での生活
の質を上げるためだったり、日本人と良い交流をしたりするためだと考えられま
す。日本で最近話題になっている「多文化共生」は、いろいろな文化の人が共に
一緒に生きていくために必要なことです。外国人にとって 1 番の壁はまずは日本
語ですが、日本語ができるようになれば、多文化共生がうまくいくかというと実
はそうはいかないのです。
　本研究の到達目標は「多文化共生推進へ向かう」ことです。日本語能力を有す
る多様な人々が、その力を生かして日本社会の一員として共に歩めるような仕組
みづくりにつなげたい。そのために日本語教育機関も何か協力できたらと思って
いるところです。

　そこで今回の調査では次の三つに焦点を当てました。
　一つ目は「日本語学習のタイミングと意識の変化」です。来日前にどうやって
日本語を勉強したのか、そして来日してからどうやって日本語を学習したのか。
そこに何か意識の変化があったのかを見ていきたいと考えました。
　二つ目は、「学習内容の実用性と課題」です。先ほども言いましたが、本国で
学んだ日本語が実際に本当に活かされているのか。そして来日後の生活や社会適
応にそれがどの程度生かされているかということです。
　三つ目は、「日本語能力と社会統合の関連」です。日本語能力が、彼らの日本
社会への適応・多文化共生・社会的ネットワーク形成に与える影響に注目しまし
た。私が今まで個人的に研究してきた内容も三つ目に近いので、特にここを重視
したいと思っています。
　

2.	これまでの研究
　日本に住み、イスラム背景を持っている在日ムスリムのコミュニティーにつ
いては、実は今までもたくさんの研究がされています（スライド２）。例えば、
ムスリムの女性に関する課題などもよく取り上げられるテーマです。私も昨年
2024 年に「ヴェールの可視性から考える在日外国人ムスリム女性の葛藤」とい
う論文を出していますし、「在日外国人ムスリム女性の間のつながりとへだたり」
などの先行研究もあります。
　もう一つ、よく論文で取り上げられているのは、やはり「日本社会との共生」
です。ムスリムの人たちは見えやすいので、「在日ムスリム定住化までの様相―
イラン人とトルコ人を比較して」とか、「在日クルド人とホスト社会の関連性―
多文化共生の視点から」など、多文化共生の視点で見ている研究もたくさんあり
ます。
　あとは「日本語教育」に関する研究ももちろんあって、「シリア出身の日本語
学習者の日本語に関する意識とシティズンシップの動態」や「外国人住民の「学
びの場」を支える日本語教育―在日クルド人を事例に」など、中東とかイスラム
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圏の人たちを中心にした研究もあります。これらの論文でいう彼らの日本語教育
は日本に来てからのものですが、日本に来てから彼らがどのように日本語と接し
てきているのかという研究もいくつかあります。

3.	本研究の概要と方法
　では、早速私の今回の研究の概要と研究結果の報告に移りたいと思います。調
査時期は今年 2025 年 3 月から 4 月にかけて、調査方法は半構造化インタビュー

（フリック 2011）をオンライン形式で行いました。インタビューに使用した言語
は主に日本語ですが、イラン人の被験者に対してはペルシャ語でインタビューを
しています。
　主な質問内容としては、「母国での日本語学習法」、「来日後の日本語学習とそ
れに関連する経験」、「日本社会での社会的ネットワークの作り方と構築」、この
三つを設定しました。
　被験者の特徴ですが、イラン、アラブ首長国連邦、イラク、モロッコが各 1 名、
シリアは 2 名です（スライド３）。トルコの方も少し調査できたのですが、まだ
分析ができていないので残念ながら今回のデータには入っていません。ちょうど
女性 3 名と男性 3 名からデータを取ることができました。
　国籍もバラバラで、年代も 20 代後半から 50 代前半です。使用言語についても
伺ったところ、皆さん多言語話者です。例えば、2 番目の被験者のシリアの出身
の方は、五つの言語を話すことができるということで、大変な多言語話者でした。
多言語話者にはどういうメリットがあるのか、あるいはデメリットがあるのかに

スライド 2
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ついては、後ほど調査結果のところでお話ししたいと思います。
　滞在歴は皆さん結構幅があるのですが、日本語能力は皆さん中上級レベルです
ので、生活には支障がない上級者レベルと考えていいと思います。
　職業については、UAE 出身の方は漫画家だったりシリア出身の女性は主婦だっ
たり、研究員の方もいらっしゃいますが、全体的に皆さん高学歴で、日本で言う
と高度人材として考えていいと思います。
　日本語への関心のきっかけは、やはりアニメ・マンガが 1 番ですね。1 名だけ
は日本は移住したいという意向からで、特にアニメやマンガは見てないと言って
おられました。
　特徴の最後として、皆さん日本語学科の学生ではなく、自分独自で勉強してい
るということも一つポイントとして挙げられます。
　分析方法はコーディング法です。当事者にインタビューをして、そこから彼ら
の考え方や感じ方、当事者の行為の意味とかを理解することを中心に据えました。
インタビューしてからそれを文字化してコーディングした後、大カテゴリーと中
カテゴリーに分類しています。その中で私が注目したコードは、「日本語学習に関
する語り」のところと、「日本社会での経験やネットワーク作りに関する語り」です。

4.分析の結果
　それでは分析の結果を発表いたします。インタビュー調査の語りの内容をまず
大きく三つのカテゴリーに分類しました（スライド４）。
　一つ目の「来日前の日本語学習環境」についてよく語られていたのが、「日本
語の学習での困難」です。「経済的負担の問題」もありました。それから「オン

スライド 3
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ラインアプリによる言語習得」についても、６人全員がアプリを利用しての言語
習得を経験されています。「日本語教室への通い」を挙げた方も1名おられました。
これが来日前です。
　二つ目の「来日後の日本語学習について」は、「継続しない日本語教育機関で
の学習経験」といった語りが多かったです。継続されていない方は 5 人おられま
した。来日して日本語教育機関に入ったものの、なぜか継続してできないのです。
あとは、習得した日本語と実用日本語とのギャップです。実際に生活してみると
学校で勉強したことがあまり使えなかったというお話も半分ぐらいの方から出て
いました。「独学による日本語学習への関心」を挙げた方は 5 人います。「AI へ
の依存と頼り」という AI を利用しての生活は 2 人が挙げています。
　三つ目の「日本での社会的ネットワーク」、つまり、日本語が話せる皆さんが、
日本で生活している中で、どういった社会的ネットワークを作れているのかにつ
いて伺ったところ、6 人とも、日本社会との親密な関係構築は難しい、課題があ
ると語っています。また、3 人の方は宗教的配慮による社会的制約があるので、
日本ではネットワーク選びが大変だといいます。デジタル環境を活用したネット
ワーク形成、オンラインアプリとか AI など、デジタル環境というのが結構現在
のキーワードになっていることもわかりました。
　来日前の日本語学習環境が、来日後の日本語学習や日本語との向き合い方にも
影響を及ぼします。どういう経験を日本語学習の中でするのかによって、日本語
が引き続きうまくなるのか、それともそれ以上あまり上達しないのかにつながり
ます。「来日後の日本語学習」の状況によって「日本での社会的ネットワーク作り」
に影響があったりしますので、このあたりが関連しあっているのではないかと考
えています。
　それではここから具体的な語りの話に入りたいと思います。来日前の日本語学
習環境で皆さんがいちばん語られていたのが、「日本語の学習環境での困難」です。

スライド 4
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Im さん（スライド３の２番目）はこう語っています。彼女は医学部で勉強され
ていました。「学部としては医学の方が好きだったので、日本語学部に入るつも
りはなかったです。あと、私は大学の時、日本語学部はもう学生はいなかったの
で、先生もいなかったから【内戦開始で】、もう入ることができなくなったので
考えたことはなかったです。入ることはなかった」。
　彼女はシリア出身の人だったので、政治的な要因で勉強したくても勉強するこ
とができないということです。
　イラン出身の At さん（スライド３の６番目）は、アヤット先生のお話にもあ
りましたが、Amazon などでの買い物はもちろんできません。
　「日本語教育に関係ある教科書は Amazon とかで買えないので。おじさんに頼
みました。どこか外国に行ったときに、日本の教科書をもってきてくれた。はい、
でも時間がかかりましたね」
　ということでした。政治的な要因、世界との国際関係の悪化は、やはり中東地
域では一つの大きな壁になっていることがわかります。
　An さん（スライド３の１番目）のオンラインアプリに関する語りでは、日本
に来る前は UAE に住んでたので本は買えたのですが、
　「授業じゃなかった。自分で本を買って、本を 4 冊読んで、YouTube でも動
画を見て、レッスンの動画とかアプリも使いました。漢字のアプリとか暗記フ
ラッシュカードのアプリをたくさん使いました。趣味みたいでした。～省略～
YouTobe は日本に住んでいたアメリカ人のレッスンでした。その方は自分の日
本語レッスンの本を出して、それとともに YouTube でたくさんのレッスンを投
稿しました」
　ということでした。質問があったり問題が生じたりした時は、どうしたのかを
尋ねると、
　「【質問は】ほぼなかったんですけど、Facebook グループで時々質問を出して
答えが出るとか、HelloTalk というアプリもありました。短い間に使いました。
あれは言語交換のアプリです。私は日本語を習いたい。相手はアラビア語か英語
が習いたい」
　というお話でした。この例のように、日本語教育機関に頼らない独自の日本語
学習方法が目立ちます。
　先ほど話に出た日本語教室に通っていたという 1 名は、モロッコ出身の Ak さ
ん（スライド３の５番目）です。大学に日本語を教える講座があったので、週 2
回通っていてとても良かったという意見でした。
　「16歳まではYouTubeしかなかったかな。……YouTubeとか見たりしていた。
大学【モハメド 5 世大学の人文学部の】……日本語講座があるんだけど、専攻で
はない。……週 2 回っていう頻度で、5 年間ぐらいやっていました。他のモロッ
コ人で日本語できない人は……日常的にちょっと苦労していたと思って、やっぱ
りある程度日本語の基礎を学んできて良かったと思って」
　それでは、来日後はどうして継続しないのかというと、詳しい事例紹介をする
時間がもうないのですが、例えば An さんの場合、
　「新宿で 9 月から 3 月まで日本語学校に通っていました。そこでの勉強が終わっ
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た時、続けることはできましたんですけど、私は専門学校に入りたかったので、
日本語学校を辞めました。結局専門学校も【人間関係など】が上手くいかず、半
年でやめました。
　実は 2023 年で、日本橋に住んでいた時、コミュニティーセンターに何回も 3
回とか 4 回行ったけど、一番の理由は、時間が少ないとか仕事で忙しくて生活も
忙しくなって暇の時間が減りました。だから、学校に行くのはあきらめました。
N2 もとったけど、自分で勉強した」
　ということです。Ya さん（スライド３の４番目）の場合は、
　「日本語学校にも通いましたが、そこはスタートのためだけ。一番日本語の勉
強になったのは、Meetup（ミートアップ）のイベントに参加することでした。
本での勉強が苦手だから。あとは、アプリやまあ、学校あったけど、一番勉強で
きたのは、あの、ゲームと映画から」
　というお話で、彼も Meetup などのイベントに参加して日本語を勉強していた
そうです。
　AI への依存については At さんが以下のように語っています。
　「まあ、時々ちょっとチャレンジがあるけど、まあ、最近が、あのー、AI の翻
訳のアプリがずっと使う、使ってるから、あんまり何か簡単にコミュニケーショ
ンできます。今は、仕事の会議でも同時に通訳してくれる。人に頼らずに自分で
いろんなことができるようになったから、多くのプレッシャーが減った気がする」
　AI の利用によって人的リソースへの頼りから解放されたわけです。そういう
ことで、やはり社会的ネットワークでもかなり日本人との接点が少なくなってし
まっています。シリア出身の Hs さん（スライド３の３番目）は
　「アラブの世界の場合は、年取った後に……モスクに行ったら友達に会ったり
するじゃないですか。……でもそれは日本の場合はないじゃないですか。宗教的
な集まりとかね、教会とかモスクとかないから。年を取ってから、友達をどこで
つくればいいのか心配です」
　と言っています。宗教を媒介にした自然な人間関係形成の機会が少ないわけです。
　

5.	考察と今後の課題
　そろそろ時間となりましたので事例紹介は終わりにして、考察に移ります（ス
ライド５・６）。
　学習動機の変化をみると、最初は日本文化とかアニメに関心があるのですが、
来日後は生活とか実用的な日本語への理解を深めたいと話しています。
　学習手段は、最初は主に独学がやはり多かったです。来日後は、学校には通う
のですが、継続しないので、「独立型の学習」へと変化していきます。最終的には、
最近では人に頼らない傾向が強まっています。その背景には、日本語に関する多
くの問題が AI の活用によって解決できるようになったことが大きく関わってい
ます。
　社会的ネットワークもそうです。宗教的配慮があるので、日本人と関わらない
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というところです。
　結論として、「多文化共生を望むのであれば、現代における日本語教育の役割
は？」ということです。私がぜひ日本語学科の先生方とか日本語教育の現場で考
えていただきたいのは、日本語教育機関は、言語技術だけではなくて、異文化対
応・関係構築を促す「共生の場」としての役割が求められるのではないかという
ことと、学習の孤立化が今とても進んでいて、学校に行かない、行かないのでど
んどん人に会わなくなってしまっています。オンライン環境の活用は必要不可欠
ですが、学習の孤立化が進めば社会的つながりを持ちにくくなるリスクもありま

スライド 5

スライド 6
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す。対面・地域・協同活動型のアプローチとの併用が重要です。ぜひそういうと
ころを日本語の学科で考えていけたらと思っています。
　今後の課題については、スライド７にまとめました。これも皆さんと一緒に考
えていけたらと思っております。ご静聴ありがとうございました。
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在日インドネシアコミュニティーと
多文化共生：イスラム教育を中心に
ミヤ・ドゥイ・ロスティカ
大東文化大学

　本日のテーマは「在日インドネシアコミュニティーと多文化共生：イスラム教
育を中心に」ですが、私の専門はインドネシアの地域研究であり、このようなテー
マに取り組むのは今回が初めてです。
　このテーマに関心を持った動機の一つは、私自身が大学で多文化共生について
教えていることです。もう一つの動機として、私自身がムスリムコミュニティー
の一員であり、息子を持つ母親として、日本で生活する中でいくつかの困難を感
じていることも挙げられます。

１.日本における外国人およびムスリムの状況
　それではまず、日本における外国人およびムスリムの現状についてご説明いた
します。
　スライド 1 は、2024 年 6 月までの在留外国人数の推移を示したものです。

【第 2部】

発表5

スライド 1
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　ご覧のとおり、外国人の人口は年々大きく増加しており、今後も減少すること
はないと考えられます。むしろ、これからさらに外国人の数が増えていく状況に
あると予測されます。
　では、現在どのような方々が来日されているのかというと、仕事を目的とする
方が多く見られます。また、そうした方々はご家族を伴って来日される傾向もあ
ります。中長期で在留している外国人の数は非常に多く、現在は 349 万 4,954 人
にのぼります。さらに、特別永住者を含めた外国人の総数は 376 万 8,977 人となっ
ています（スライド２）。
　その中で、インドネシアはどのような位置づけにあるかというと、実はここ数
年間、常に上位 10 か国に入っており、昨年 2024 年には第 7 位となっています（ス
ライド３）。
　ご覧の通り、在日インドネシア人の数は、年々増加していて、2024 年は 2022

スライド 2

スライド 3
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年の倍になっています（スライド４）。
　2024 年 6 月時点の年齢別在日インドネシア人の人数を見ると、働く世代が最
も多いことが分かります（スライド 5）。簡単に言えば、日本に来ているインド
ネシア人の多くは、就労を目的として来日しているということです。働いている
方々の内訳を見てみると、その多くは技能実習生、特定技能制度による就労者、
そして EPA（経済連携協定）に基づく介護制度のもとで働いている介護士の方々
です。これらのカテゴリーに属する方々が、比較的多く見られます。
　また、高齢者の数が少ないという点も特徴的です。これは何を意味するかとい
うと、年齢が高くなるにつれて帰国する傾向があるということです。
　高齢になっても日本に残っている方々は、主に日本人と結婚されている可能性
が高いです。つまり、働くために来日している方々は、一定期間を経ていずれ帰
国される傾向があることが、このデータから読み取れます。
　赤で囲んだ部分は、在日インドネシア人の未成年人口を示しています。合計で 1

スライド 4

スライド 5
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万 3,000 人ほどおり、これらの子どもたちは日本に居住し、日本の教育を受けてい
る状況にあります。この点についても、皆さんにぜひ知っていただきたいと思います。
　未成年者たちは「家族滞在」の在留資格で来日している子どもたちです。彼ら
の保護者は、日本で働いている方々や留学生、介護士、あるいは特定技能 2 号の
在留資格を持つ方々です。特定技能 2 号では、家族の帯同が認められているため、
子どもたちが一緒に来日しているのです。
　在日インドネシア人の在留資格別データを見ると、特定技能および技能実習生
の資格で来日している方は、約 13 万人にのぼります（スライド 6）。このことか
ら、在日インドネシア人の多くが就労を目的として来日していることが分かりま
す。左側の表には、それぞれの在留資格で来日しているインドネシア人の人数が
示されており、約 4 万人となっています。
　それでは、この中でムスリムの状況についてご紹介したいと思います。全体と
して、在日ムスリム人口は 2023 年時点で約 29 万人となっています（スライド 7）。

スライド 6

スライド 7
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最も多く居住している地域は、東京、埼玉、神奈川、千葉、愛知などですが、地
域別の順位は年々変化しています。
　たとえば、1990 年の順位は東京、埼玉、神奈川、千葉、愛知の順でしたが、
2023 年には東京、埼玉、愛知、千葉、神奈川の順となり、愛知県が第 3 位に上
昇しています。これは、工場などで働くことができる人々が増えていることに伴
い、ムスリム人口も増加していることを示していると考えられます。
　在日ムスリム人口の上位 5 か国のうち、インドネシアは第 1 位となっています

（スライド 8）。つまり、日本に住むムスリムの中で、インドネシア出身者が最も
多いということになります。「日本人配偶者」と記載されているのは、日本人と
結婚されたインドネシア人の方々を指します。その人数は約 2,200 人で、そのう
ちムスリムの方が約 1,900 人と、かなり多くを占めています。
　

２.	 �宗教アイデンティティの形成と	
在日インドネシア人家庭がかかえる問題

　次に、なぜインドネシア人が宗教を大切にしているのか、インドネシアにおけ
る宗教アイデンティティの形成という点についてご説明したいと思います。
　まず 1 点目として、インドネシアは政教分離の原則を採用しているものの、少
し特殊な形をとっています。インドネシアの「建国五原則（パンチャシラ）」の
中には、「唯一の神への信仰」が掲げられており、国家として宗教の重要性を明
確に示しています。そのため、国民は政府が認める宗教のいずれかを信仰するこ
とが求められています。
　2 点目として、インドネシアでは日本と異なり、正式な学校教育の中に宗教の
授業が組み込まれています。インドネシアには主に 2 種類の学校があり、ひとつ
は国立の一般学校（Sekolah）です。この一般学校では、週に 1 ～ 2 回、宗教の

スライド 8
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授業が行われています。私が通っていた頃は週 1 回でしたが、現在では週 2 回実
施している学校もあるようです。
　もうひとつの学校が宗教学校（Madrasah）です。宗教学校は教育省の管轄で
はなく、宗教省の管轄下にあります。この宗教学校では、宗教に関する授業時間
が多く設定されています。ちなみに、私自身も宗教高校の出身で、コーランの学
習、アラビア語、イスラム法などの授業が週に 6 コマほどあったと記憶していま
す。やはり、宗教系の学校に進学すればするほど、宗教の授業時間が増えるとい
う環境にあると言えるでしょう。
　また、イスラム寄宿学校（Pesantren）という形態の学校もあります。これは、
学生が寮に住みながら学ぶ形式で、宗教学校の内容に加えて、寮生活のすべての
ルールに宗教的価値観が反映されています。つまり、日常生活そのものの中に宗
教が深く根付いていることが分かります。
　3 点目に、インフォーマルな宗教教育があります。インドネシアでは、私自身
の経験からも言えることですが、家庭内で宗教教育が行われています。基礎的な
教育は父母によって行われますが、経済的に余裕のある家庭では、家庭教師を招
いてコーランの読み書きを教えることもあります。
　また、財政的な余裕がなくても、宗教の学びは可能です。特に村では、小さい
頃から地域のモスクに通い、イスラム教の学習――たとえばコーランの朗読や礼
拝など――を行います。これらの活動は、主に夕方 6 時から 8 時頃に行われ、子
どもたちは仲間とともに楽しく宗教を学んでいます。このように、インドネシア
では宗教が生活の一部として根付いており、日常の中で自然と宗教的価値観が浸
透していく環境が整っています。
　では、日本に渡り、このような宗教的環境が整っていない中で、人々はどのよ
うに対応しているのでしょうか。ここからは、在日インドネシア人ムスリム家庭
が抱える課題について考察していきます。
　まず第一に、「日本の学校における宗教への配慮」が大きな問題となっています。
給食、断食、お祈り、他宗教に関する学校行事など、宗教的な配慮の有無は学校
によって大きく異なります。配慮がある学校もあれば、まったく対応されないケー
スも報告されています。
　たとえば、クリスマス行事への参加については、ムスリム家庭の子どもが参加
できない場合もあり、そうした子どもへの配慮が求められます。しかし、宗教的
背景を知らない教師が参加を強制しようとすると、保護者との間で摩擦が生じ、
さまざまな問題が発生します。本来であれば、宗教に関する基本的な知識が必要
ですが、日本では政教分離の原則があるため、学校ごとの対応がまちまちで、宗
教的配慮が十分に行われないことが課題となっています。
　第二に、非ムスリムが多数を占める環境の中で、ムスリムとしてのアイデンティ
ティをどのように形成していくかも重要な問題です。これは私自身も経験してい
ることです。私には息子がいますが、彼にムスリムとしての自覚をどのように持
たせるかについて、非常に悩んできました。
　私は家庭で一般的な宗教教育を少し行っている程度ですが、イスラム教の勉強
会に積極的に参加させている保護者もいます。これは非常に良い取り組みですが、
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会場が遠方であるため、週に 1 回しか通えないという現実があります。その結果、
宗教教育がどうしても不十分になってしまうのです。こうした背景から、子ども
を宗教学校に通わせる家庭が増えている状況です。
　先行研究としては、名古屋大学の服部美奈氏による「インドネシアのムスリム
コミュニティーについて」や、店田廣文氏の「日本のムスリム人口」、大橋充人
氏の「在日ムスリムの声を聴く」などが挙げられます。ただし、インドネシア人
ムスリムに特化した研究は非常に少ないのが現状です。
　
　

３.	 �在日インドネシアムスリム家庭への	
インタビュー調査

　私は今回の発表に向けて、急遽インタビュー調査を実施しました。ここからは、
具体的な事例をご紹介したいと思います。
　インタビュー対象者の条件として、まず第一に、異なる背景を持つ 5 人の母親
を選定しました。母親を対象とした理由は、やはり母親が最も子どものそばにい
る存在であるからです。父親は仕事に出ていることが多く、日常的に子どもの世
話をするのは母親であるため、子どもと過ごす時間が最も長いと判断し、母親へ
のインタビューを行いました。
　第二の条件は、子どもを宗教学校に通わせている方であることです。
　第三の条件は、東京都、千葉県、神奈川県、埼玉県といった、ムスリムが比較
的多く居住している地域に住んでいる方を対象としたことです。
　今回のリサーチクエスチョンは非常にシンプルで、主に以下の 3 点に焦点を当
てています。
　「日本において、どのように宗教教育を実施しているか」
　「なぜ子どもを宗教学校に入学させたのか」
　「宗教教育において、どのような困難に直面しているか」
　インタビューを行った 5 名の方々は、それぞれ記号で A 〜 F として表示して
おり、その詳細はスライド 9 の表にまとめています。
　まず、A さんは家族滞在で夫とともに来日し、その後、留学生として博士課
程に進学した女性です。職業は博士課程の学生であり、A さんも夫も日本語を
話すことができません。A さんは来日後、公民館で約 1 年間、週に数回日本語
を学んでいましたが、夫はまったく日本語を勉強していません。そのため、A
さんの家庭では日本語に関する課題を抱えています。
　A さんが選択した学校は「国際イスラム学校」です。子どもは 2 人いますが、
通わせているのは長男のみで、家庭内での言語は英語です。つまり、インドネシ
ア語ではなく、英語を優先的に教えている状況です。学費は年間約 50 万円です。
　将来的に息子をどのような学校に進学させたいかという質問に対して、A さ
んは「イスラム性」よりも「国際性」を重視していると答えています。これは、
日常的なコミュニケーションが日本語ではなく英語で行われていることが背景に
あるからです。
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　B さんは日系 3 世で、母親に日本人のルーツを持つ方です。B さん自身も、来
日当初は日本語を話すことができませんでした。夫も日本語は話せません。B さ
んが選択した学校は少し特殊で、子どもをインドネシアのイスラム寄宿学校に通
わせています。つまり、子どもはインドネシアに滞在しており、B さん夫妻は日
本に住みながら、遠隔で子育てをしている状況です。
　C さんは日本人と結婚し、来日後に日本語学校で日本語を学びました。現在は、
日本語教師および通訳として働いています。C さんの事例が特殊なのは、日本人
の夫が子どもをイスラム系の学校に通わせることに反対していたことです。C さ
んは夫の反対を受けながらも、子どもをイスラム教学校に通わせる許可を得るた
めに、土下座までして説得しました。
　ただし、夫は「学費は負担しない」という条件を提示しており、C さん自身が
年間 72 万円の学費を一生懸命支払っている状況です。
　D さんは、留学を経て日本人と結婚した高学歴の方で、日本語にも問題はあり
ません。現在はハラールショップとハラールレストランを経営しており、5 人の
子どものうち 4 人を国際イスラム学校に通わせています。学費は 1 人あたり年間
約 90 万円かかります。
　E さんは、留学後にインドネシア人と結婚した方で、大使館のスタッフとして
勤務しています。E さんは中学校から子どもを国際イスラム学校に通わせていま
したが、高校は日本の高校を選びました。その理由に注目したいと思います。
　それぞれの家庭における宗教教育については、スライド 10 に示したように多
様ですが、簡潔にまとめると、「家庭での宗教教育は子どもの宗教的アイデンティ
ティの形成に一定の効果があるものの、それだけでは不十分である」ということ
が明らかになりました。
　次に、「イスラム学校への入学動機」についてですが、スライド 11・12 にすべ
て記載しています。主な動機としては、子どもをイスラム的な環境に慣れさせた
いという思いや、子どもが宗教に関して疑問を持ち始めたものの、親自身が十分

スライド 9
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スライド 10
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に答えられないため、学校に教育を委ねたいという理由が挙げられます。また、
子どもにイスラムについてしっかりと理解してほしいという願いや、日本人の若
者との関係性に不安を感じているため、イスラム的な環境の中で育てたいという
考えも、入学の動機となっています。
　つまり、共通する入学動機として、第一に「ムスリムの友人がいる環境を求め
ていること」が挙げられます。第二に、日本の若者の生活習慣とイスラム教の価
値観との違いに対する懸念があります。子どもが非イスラム的な価値観に影響さ
れることへの不安を抱いているのです。特に思春期の子どもを持つ母親にとって
は、娘の成長過程における価値観の形成に対して、心配があるのではないかと考
えられます。第三に、イスラム教徒としてのアイデンティティの形成を重視して
いる点も、重要な動機の一つです。
　一方で、「イスラム学校の欠点は何か」という質問に対するまとめは、スライ
ド 13 ～ 15 に示したとおりです。共通して挙げられるのは、言語に関する問題で
す。日本語から突然英語での教育に切り替わるため、英語についていけず、授業
の内容が理解できなくなり、結果として成績が下がるという悪循環が生じていま
す。
　次に、学費の高さと、学割定期券が使えないことによる交通費の負担が挙げら
れます。国際宗教学校は国の認可を受けていないため、通学定期券の対象外とな
り、交通費が非常に高額になるのです。
　また、イスラム学校は、日本の一般的な学校と比べて設備面で劣る場合があり
ます。しかし、保護者たちはこれらの欠点を理解した上で、それでも子どもを通
わせたいと考えています。
　では、実際にイスラム学校に通わせたものの、途中で退学を選んだ保護者の理
由についてですが、主な要因は学力の問題です。
　日本の学校と宗教系の国際学校では授業内容が大きく異なるため、日本の大学
受験に対応するのが非常に難しいのです。受験を視野に入れる場合、イスラム学
校は不向きであり、相当な努力が必要になります。今回の E さんに対する調査
では、実際に受験を経験した C さんのお子さんの事例を参考に、イスラム学校
を辞めて日本の高校への進学を決めたことが分かりました。
　それでは最後に、ムスリム家庭における宗教教育の選択とその限界についてま
とめます。
　一つ目は、宗教教育と学力・進学の両立が困難であるという点です。イスラム
学校はイスラム教徒としてのアイデンティティ形成には貢献していますが、授業
やカリキュラムは日本の学校と異なるため、学力の低下や日本の大学への進学に
対する不安が生じています。
　二つ目は、経済的な負担が保護者に集中しているという点です。国からの学費
補助や学生定期券の認定が受けられないため、保護者の負担は非常に大きくなっ
ています。
　三つ目は、日本社会における代替的な選択肢の不足です。言い換えれば、多様
性を受け入れる学校が増えることで、こうした問題はある程度緩和される可能性
があると考えられます。
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　ムスリム家庭の教育選択は、「信仰」「学力」「日本社会との共生」という三つ
の要素のバランスの中で揺れ動いています。日本社会全体がこの状況を理解し、
包括的で寛容な教育環境を整備することが、共生社会の実現に向けた第一歩とな
るのではないかと考えます。
　今後の課題としては、以下の点が挙げられます。
　• 日本に暮らすムスリム家庭の教育選択とその背景要因を、より深く研究し明
らかにすること
　• 子どもたちの宗教的アイデンティティ形成に影響を与える学校や社会の要因
を分析すること
　• 今後の教育や地域支援のあり方について検討すること
　以上で発表を終わります。ご清聴ありがとうございました。
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　それでは討論セッションに移らせていただきます。討論セッションのあとに質
疑応答セッションを行いますので、オンラインでご参加の方はＱ＆Ａ機能を使っ
てご質問ください。
　指定討論者はパムッカレ大学のゲンチェル・ゼイネップ先生と関西外国語大学
のチャクル・ムラット先生です。どうぞよろしくお願いします。

　ご発表ありがとうございました。お伺いしたいことは山ほどあるのですが、傾
向としてはイスラムコミュニティー自体に問題が発生してるということですね。
日本の方から問題を取り上げることは少ないと感じました。日本語学習に関して
は、日本人でさえ義務教育の 9 年間をかけてやっとすべての常用漢字を学び、読
み書きできるようになるのです。まして、日本に来て日本の学習を習得しようと
する外国人にとってはかなり時間がかかる問題ですし、日本語にはひらがな、カ
タカナ、漢字、ローマ字、そして日本の大学では「( 空気 ) を読む」という、文

アキル
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外国人コミュニティーを再考察する
司会：シェッダーディ アキル（慶應義塾大学）

オンラインQ&A：岩田 和馬（東京外国語大学）

指定討論者：	 �ゲンチェル・バルオール・ゼイネップ（パムッカレ大学（PAU)）
	 チャクル・ムラット（関西外国語大学）

　　討論者：	レベント・トクソズ（テキルダー・ナムク・ケマル大学（ＮＫＵ））
	 チェリッキ・メレキ（チャナッカレ・オンセキズ・マルト大学（COMU））
	 アヤット・ホセイニ（テヘラン大学）
	 アキバリ・フーリエ（神田外国語大学）
	 ミヤ・ドゥイ・ロスティカ（大東文化大学）

疫病と東アジアの医学知識――知の連鎖と比較中近東・東南アジアからみる日本と暮らす日本：それぞれの視点で考える第76回SGRAフォーラム

第2部【討論・質疑応答】
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章に書かれていないことを読み取る授業もあるらしいですね。私たちの時代はあ
りませんでしたので、受講してみたかったですね。
　まず、アキバリ先生の日本の文化の需要と日本語教育の件ですが、日本語がで
きるからといって共生できるかというとそうでもないとおっしゃっていました
が、結果として統合政策になるところに問題があるのではないかと私は考えてま
す。なぜかというと、日本には移民という概念も、外国人という言葉の概念もあ
いまいです。日本の考え方自体に統合というか、共生に関係するものが少ないの
です。残念ながらまだ日本は「共生」することへの課題を抱えているという印象
があります。
　それからご発表では成人の日本語習得過程、成人になってから日本語を習得し
た方のお話が主でしたが、もっと若い人たちの場合はどうなのかが気になりまし
た。また、継続的な時間が必要というところでは、どれくらいあれば十分な日本
語ができるようになるのかということも問題だと考えられます。ですから、この
面での日本語学習に対する国の支援みたいなものが一体どうなっているのかと思
いました。これはムスリムであるかどうかは関係なく、外国人と呼ばれる人全員
に対して言えることだと思っています。
　２番目のミヤ先生のご発表については、その内容に驚きました。こんなにイス
ラムに根付いたムスリムの教育というものがあるのだと思いました。よく考えて
みれば同じ宗教とはいえ、やり方は様々だということがよくわかります。残念な
がら日本でも欧米でもおそらくイスラム教に対する恐怖のようなものがあるのか
もしれないのですが、いっしょくたにされていることが 1 番問題ではないかと思
います。なぜかというと、イスラム圏とはいえ、歴史、文化、そして生活習慣は
それぞれ違うので、価値観が違うのは当たり前です。
　当たり前ですが、例えば私が今ミヤ先生の発表を聞いて思うのは、子どもが親
にだいぶ制限されているのだということです。親の強制的な意向が子どもに影響
しているようですが、その子どもが将来どの社会で生きていきたいのかというと
ころがポイントではないかと思います。例えば日本で働きたいのなら、日本語が
話せるだけでは難しく、やはり読み書きの力が求められます。読み書きができな
いとやっていけません。そしてお金と時間と労力の問題ですね。自分の国と同じ
環境を求めると、結局共生というものの問題は、ムスリム・コミュニティー自身
の問題になって、そこから政策的に語りかけようとしてもそうはならない面があ
るのではないかと考えました。
　あとは宗教についての質問ですが、インドネシアでは宗教を指定しているんで
すね。政府が公式に認めているのは何の宗教で、いくつありますか？

　イスラム教、キリスト教（プロテスタント、カトリック）、ヒンドゥー教、仏教、
儒教の６つです。
　
　儒教もですか。そんなに宗教的な背景への多様性を持っている国なのですね。
それは興味深いです。私のご発表に対する意見と疑問は以上です。よろしくお願
いします。

ミヤ

ムラット
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ゲンチェル

ミヤ

　アキバリ先生は中東出身者が日本に来る前の日本語教育文化と来日してからの
日本語教育環境についてお話しされましたが、これはとても面白いテーマだと感
じました。たとえばトルコで日本語を授業として教えるとなると、まず教科書選
びで迷います。というのも、よく知られている『みんなの日本語』は、基本的に
日本国内で学ぶ人向けに作られているからです。トルコで日本語を学ぶ場合、日
本文化に直接触れる機会って多くないですよね。しかも、日本国外での指導を想
定した教材でも、日本文化への触れ方は思ったほど多くないように感じました。
日本の方は自分たちの文化をあまり前面に出さない、そんな印象もあります。
　私は教科書に文化的な要素をどれぐらい入れるべきか、それが興味深いところ
だと思います。日本語を独学で学ぶ場合は、どれぐらい勉強するか、何を勉強す
るかを自分で決めることができますが、教室という環境で習う場合、文化的な要
素がどれぐらい入ってるかどうかが、1 番大切なものだと思います。
　次に、ミヤ先生の発表は、日本のムスリム・コミュニティーにおける宗教教育
の課題についてでした。お話をうかがって、「かなり進んでいるな」という印象
を受けました。私たちのコミュニティーでは、以前は埋葬する場所（お墓）でさ
え十分でない時期があったので、私立とはいえ宗教教育を受けられる機会がある
のは大きな前進だと感じました。
　疑問に思ったこともいくつかありますので、よろしければお答えください。国
際イスラム学校のカリキュラムとか学校の規則とかは内務省なのか文部科学省な
のか、どこで作られているのでしょうか。また、監督する組織はあるのでしょう
か。また、例えばトルコの場合、イスラム教徒でなければ宗教の授業は選択しな
くてもいいのですが、日本には宗教の授業の代わりに道徳の授業がありますよね。
でも、道徳の教科書にはおそらくいろいろな宗教、キリスト教や仏教などの要素
が入っていることもあります。その道徳の授業を自分の子どもに受けさせたくな
いという場合、受けさせなくても大丈夫ですか。そういう規則はどうやって決め
られていますか。教えていただければと思います。

　まず、ムラット先生からのご質問にお答えいたします。「子どもに対する制限
とは、具体的にどのようなものか」というご質問でしたね。
　私はムスリムとしての立場からお話しできますが、子どもの教育は基本的に親
の責任です。宗教教育もその一環であり、多くの親が「小さい頃から教えなけれ
ばならない」と考えているのではないかと思います。
　ただし、宗教教育を「強制」してしまうと、子どもはかえって拒否反応を示す
ことがあります。イスラム教に対して嫌悪感を抱いてしまう可能性があることは、
多くの家庭で理解されています。そのため、どの家庭でも宗教教育は無理なく、
ゆっくりと進めていく傾向があります。
　例えば、「今年は断食を始めてみようね」といった声かけから始めていきます。
私自身も、息子に対してそのように実践しました。最初は小学校 3 年生のときに、
半日断食から始めました。「12 時から日没まで食べないようにしてみよう」といっ
た形で、少しずつ体験させていきました。
　4 年生になると、「じゃあ、今年は土日だけ 1 日断食してみようか」と、段階
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的に進めていきます。そして 6 年生になる頃には、1 日断食ができるようになり
ます。それができたら、「よく頑張ったね」「ご褒美をあげよう」といった形で褒
めてあげます。
　私の場合は、この方法でうまくいきました。ただ、他のご家庭ではまた違った
やり方をされていると思いますし、さまざまな方法があるのだと思います。いず
れにしても、こうした形で、家庭教育はゆっくりと進めていくものだと感じてい
ます。
　先ほどの発表で、私が家庭教育について「効果的」という言葉を使ったのは、
こうしたやり方を指してのことです。子どもが納得し、徐々に「イスラム教の学
校に通ってみてもいいかな」と、自ら思えるようになっていくのです。
　先ほどは時間の都合で、発表の最後が少し急ぎ足になってしまい、十分にお伝
えできなかった点がありました。実は今回の調査では、「最終的に親はどのよう
な判断をするのか」という質問も含まれていました。その結果、回答のほとんど
が「子ども次第です」というものでした。つまり、子どもがどこで、どのように
生きていきたいかという希望を前提に、親が判断を下すということです。ただし、
私自身は、それまでに親が教育者としての役割をしっかり果たしているからこそ、
そうした判断が可能になるのだと考えています。
　ムスリム的な教育が施されていると、子どもの人格も少しずつ変化していきま
す。実際に「優しくなりました」というお話を今回のインタビューで伺いました。
　E さんのお子さんの例ですが、以前は母親に暴言を吐くようになってしまった
そうです。母親は危機感を感じ、宗教学校に通わせることを決めました。その後
どうなったかを伺うと、彼は優しい男の子に変わったそうです。宗教学校への進
学に反対していた父親も、その変化を見て「いい子になったのだから、宗教学校
を続けてもよいのではないか」と考えるようになったそうです。
　確かに、子どもに対して一定の制限を加えるという側面がまったくないとは言
えません。しかし、最終的には子ども自身が納得し、受け入れているのではない
かと私は思います。
　実際、私の息子もこれまで一度も「嫌だ」と言ったことはありません。たとえ
ば、なぜ豚肉を食べてはいけないのかということも、小さい頃から丁寧に教えて
きましたので、自然と素直に受け入れています。
　ゲンチェル先生からのご質問は、学校制度に関するものでしたが、非常に良い
ご質問だったと思います。ただ、私自身はまだ学校制度に関する詳細な調査まで
は行っておらず、どの機関が管轄しているのかなどについては、今後調べていき
たいと考えています。現時点で分かっていることとしては、国際イスラム学校は
日本の学校制度における認定がされてないという点です。
　例えば、一般的な高校であれば、大学進学の際に学校推薦を受けることが可能
ですが、国際イスラム学校ではそれができません。したがって、大学に進学する
には、受験という方法しか選択肢がありません。さらに、日本の大学を受験する
ためには、そもそも授業内容が大きく異なっているという課題があります。国際
イスラム学校では宗教の学習が含まれていたり、授業が英語で行われていたり、
単位制の授業形式が採用されているそうです。これは、日本の授業の進め方や重
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アキル

岩田

レベント

岩田

視される内容とは大きく異なります。
　そのため、国際イスラム学校に通っていた子どもたちが日本の大学に進学しよ
うとする場合、非常に困難な状況に直面します。まるでゼロから学び直さなけれ
ばならないような状況になるのです。
　実際に受験を経験した方の母親（C さん）にインタビューを行いました。C さ
んのお子さんは、日本から離れたくない、ずっと日本にいたい、日本の大学に進
学したいという強い思いから、体調を崩すほど努力を重ね、最終的にある大学に
合格しました。
　先ほどの発表でも触れたように、国際イスラム学校への通学を途中でやめた家
庭（E さん）の事例がありましたが、その理由のひとつが、受験した C さんの
お子さんの姿を見たことだったそうです。体調を崩すまで苦労している先輩の姿
を見て、「自分も受験したいけれど、あのようにはなりたくない。だったら、日
本の高校に進学すべきではないか」と、E さんのお子さん自身が考えるようになっ
たのです。
　その思いを親に伝えたところ、E さんは納得し、どの高校に通わせるべきかを
リサーチしたそうです。結果として、留学生が多く、ムスリムの生徒がヒジャブ
を着用しているなど、多様性に富んだグローバルな高校を見つけました。
　さらに、実際の学校の様子についても丁寧に情報を集めた結果、その子は無事
にその高校に入学することができました。
　
　ありがとうございました。それでは、質疑応答に入りたいと思います。午前の
部の先生方も午後の部の先生方もみなさん前へお越しください。
　

質疑応答
　では、最初に午前の部の先生方への質問から伺いたいと思います。まずレベン
ト先生に質問です。「ご自身は日本語のカタカナ英語をどうお考えですか。トル
コ語で外国語をトルコ語としてご使用になることに対してどうお考えでしょう
か」とのことです。いかがでしょうか。
　
　外来語についての個人的な話になりますが、私も学生時代どちらかというと日本
語の中にある外来語は苦手でした。今でもカタカナは音声として私には少し難しく
感じます。外来語は英語そのもので考えればある程度書けるのですが、外来語をカ
タカナ表記で日本の音声に合わせようとすると、今でも混乱してしまいます。

　ありがとうございました。次はメレキ先生にご質問があります。これはひょっ
としたらアキバリ先生のご発表で、ある程度答えも出たように思いますが、「ア
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日本の国際化の中の外国人コミュニティーを再考察する� 討論・質疑応答

メレキ

アキバリ

岩田

アヤット

岩田

アキバリ

ニメやマンガをきっかけに日本語学習を始めた大学生たちは、日本語の学習が進
んでもアニメやマンガに興味を持ち続けるのでしょうか。それとも興味は減って
いくのでしょうか」というご質問です。

　まず会場で参加されている学生の皆さんに伺いましょう。最初はマンガやアニ
メが好きで日本語学科に入ってきて、今も好きな方はいらっしゃいますか？　は
い、いらっしゃいますね。私が担当している学科にもそういう方が５～６人いて、
だいたい続くようですね。30 代後半になっても続いてるようです。こんな回答
で大丈夫でしょうか。

　ちょうどこの質問に関連するのでよろしいでしょうか。アニメとマンガに興味
があって日本に来られて、今はマンガ家になっている方、マンガを描いてオンラ
インで出版している方、あとはゲームの会社に入っている方もいらっしゃるなど、
そのままずっとマンガに興味を持ち続けている人もいらっしゃいます。

　それでは続いてアヤット先生に質問が一つ来ています。「トルコの学習者はア
ニメやマンガに関心があると伺いましたが、イランの学習者は日本のどのような
ことに関心を持っていますか」というご質問です。

　やはりトルコと同じで、昨日の交流会でトルコの学生の皆さんとお話していて、
うちの学生と非常に似ていることに気づきました。考え方、見ていること、やっ
ていること等々、やはりみんな日本の文化に興味があって、日本という国が好き
で、見ているアニメもドラマも聞いている音楽などもすごく似ています。イラン
の学生も子どものときからいろいろなアニメなどを見ながら日本語を勉強したい
と決心したということが最近多いですね。
　メレキ先生のご発表にいろいろな日本のアニメのタイトルが出てきましたが、
やはり同じようなアニメをイランの学生たちも見ています。答えになりましたで
しょうか。以上です。

　ありがとうございました。では、午後のセッションへの質問もいくつかきてお
りますので、ご紹介していきたいと思います。これはアキバリ先生へのご質問だ
と思いますが、「継続しない日本語教育機関での学習経験のお話がありましたが、
ご本人は日本語教育機関で日本語学習をすることは希望されていると言うことで
しょうか」という質問をいただいております。

　そうですね。最初はみなさん日本語学校とかコミュニティーセンターのボラン
ティアクラスなどを探して行くのですが、時間が合わないとか、時間数が少ない
とか、あとはお金がかかることなども継続しない理由になっています。あとはボ
ランティアのクラスなどでは年配の方が担当しているケースもあって、続けたい
と思えるほどの魅力を感じないからという話もありました。今は日本語を教えて
いる YouTuber の方もたくさんいますし、独学できるアプリもあります。それ
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第76回SGRAフォーラム 中近東・東南アジアからみる日本と暮らす日本：それぞれの視点で考える

岩田

ミヤ

岩田

フロア

メレキ

を利用すれば、自分の好きな時間に日本語が勉強できるとか、好きなテーマを自
分でもっと深掘りして勉強できるといった状況ですので、日本語教育機関から離
れてしまっています。今後日本語教育機関の役割はどうなっていくのかなという
ところです。

　ありがとうございました。もう一つミヤ先生に質問が来ております。「日本の
国際イスラム学校では英語で学習するのであれば、国際イスラム学校に通うイン
ドネシアの子どもたちは、インドネシア語や日本語をどこで学ぶのでしょうか」
という質問です。

　スライド 9（p55）の「子どもの言語」の項目にも記載したとおり、調査対象
の子どもたちの第 1 言語は、ほぼ日本語でした。第 1 言語が英語である子は 1 人
だけでした。つまり、インドネシア人の家庭で家庭内ではインドネシア語を話し
ていたとしても、「子どもの言語は？」と質問すると、多くの場合「日本語」と
答えるのです。子どもが最も得意とする言語が日本語である、ということがわか
りました。
　逆に言えば、英語は得意ではないため、国際イスラム学校に入学すると英語に
関する困難が生じます。調査を進める中で明らかになったのは、国際イスラム学
校に入った子どもは、1 年目はほとんど何もできない状態であるということです。
2 年目になってようやく慣れ始め、3 年目になると「楽しい」と感じるようになる、
という流れが見られました。ただし、幼稚園の段階から国際学校に通わせた場合、
第 1 言語は日本語から英語へと徐々にシフトしていきます。国際学校の幼稚園で
は、日常生活のすべてが英語で行われるため、家庭に帰ってくると日本語と英語
が混ざった言語で話すようになるそうです。
　インドネシア語の学習については、オンラインで学習している家庭もあれば、
インドネシア人を雇って宗教教育をインドネシア語で行うという、一石二鳥の方
法を取っている家庭も見られました。

　会場でご参加の方から、何か質問はありますか？

　メレキ先生に質問があります。よろしいでしょうか。現在トルコで読まれてい
るマンガの、トルコの若者への影響についてお伺いしたいのですが、メレキ先生
はどうお考えでしょうか。

　私は学生寄りに考えていて、いい影響の方が多いと思っています。どういうこ
とかというと、10 代の若者にとってマンガは想像力をもっと豊かにするものだ
と感じます。日常では触れることのできないような内容とよく付き合ってると思
います。マンガだけでなくアニメを見ることによってもそうです。悪い影響とい
うか少し心配になる点は、外に出たがらなくなること。アニメのファンになりす
ぎて、引きこもりそうな心配は少しあります。個人的にはそんな感じです。よろ
しいでしょうか。
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日本の国際化の中の外国人コミュニティーを再考察する� 討論・質疑応答

岩田

メレキ

　ありがとうございました。オンライン参加の方からまだ少し質問があるのです
が、これは発表者の方と後ほど共有します。質疑応答はこれで終りにいたします。
　本日ご登壇いただいた先生方、プログラムに参加された皆様、最後まで聞いて
くださった参加者のみなさま、ありがとうございました。今後も日本と日本語を
学びながら、さらなる交流ができることを願っています。
　それではメレキ先生から最後のご挨拶をお願いします。

　本日は皆さまありがとうございました。いろいろな国から参加してくださり、
熱心に聞いてくださってうれしく思っております。
　私は 2009 年度の渥美財団の奨学生で、渥美財団にはそれ以来 16 年もお世話
になっていいます。今日の集まりもそのおかげで実現できました。いいご縁をい
ただいて感謝しています。今後もぜひ交流を続けていきたいと思います。ありが
とうございました。
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登壇者
略歴 ［発表者］

■ レベント・トクソズ／ Levent TOKSÖZ

1980年、イスタンブール生まれ。チャナッカレ・オンセキ
ズ・マルト大学日本語教育学科卒業。修士＆博士号（社会
言語学）は広島大学にて取得。博士号取得後、同大学特任
講師として勤務。2014年よりテキルダー・ナムク・ケマル
大学東アジア言語文学科に所属。日本語に対して社会心理
学的な立場から「感謝」「謝罪」「慰め」「嘘」のような言
語行為について研究を行っている。

■ チェリッキ・メレキ／ Melek ÇELİK

2009年度渥美奨学生。チャナッカレ・オンセキズ・マルト
大学日本語教育学部助教授。2011年11月筑波大学人文社会
研究科文芸言語専攻の博士号（文学）取得。白百合女子大
学、獨協大学、文京学院大学、早稲田大学非常勤講師、ト
ルコ大使館文化部／ユヌス・エムレ・インスティトゥート
講師、トルコ国立ネヴシェル・ハジュ・ベクタシュ・ヴェ
リ大学東洋言語東洋文学部助教授を経て2018年より現職。

■ アヤット・ホセイニ／ Ayat HOSSEINI

名古屋大学、テヘラン大学、東京大学で学士から博士課程
を修了。現在、テヘラン大学日本語・日本文学専攻の教員
及び東アジア言語文学科の学科長を務める。専門は日本語
学・日本文学で、2024年末までに著書10冊、学術論文40
編を発表し、23件の修士論文を指導。研究・教育活動の一
環として、日本語・日本文化に関する学術的取り組みに従
事。2022年、日本外務大臣表彰を受賞。

■ ミヤ・ドゥイ・ロスティカ／ Mya Dwi ROSTIKA

2010年度渥美奨学生。国士館大学大学院政治学研究科より
博士（政治学）を取得。現在、大東文化大学国際関係学部
講師。専門はインドネシア地域研究で、特に女性英雄カル
ティニの政治的役割を研究。大学で「多文化共生」を担当
しており、日本のインドネシア人コミュニティーにも関心
を持ち、副次的な研究として取り組んでいる。

■ アキバリ・フーリエ／ Hourieh AKBARI

イラン出身。テヘラン大学大学院日本語教育専攻修士課程
修了。千葉大学博士後期課程修了（2018年博士号取得）。
現在、神田外語大学国際コミュニケーション学科専任講
師、千葉大学国際教養学部非常勤講師。2017年度渥美奨
学生。日本在住の外国人や難民の言語環境および言語問題
について、社会学・言語学の視点から研究。多文化共生社
会、異文化理解、コミュニケーションに関する研究・教育
活動に従事。
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	 登壇者略歴

［討論者・司会］
■ トルガ・オズシェン／ Tolga ÖZŞEN

トルコ・チャナッカレ・オンセキズ・マルト大学（COMU）
日本語教育学科の教授であり、熊本大学のリエゾン教授も
務める。熊本大学で社会学の修士号および博士号を取得。
研究分野は、戦後日本の社会変動、日本の教育システム、
日本のイメージ研究。近年は、生成AIの発展に伴い、日本
語・日本学教育における学問的誠実性の観点からの諸課題
にも取り組んでいる。学問以外では、20年間にわたり剣道
を実践している。

■ 孫 建軍／ Jianjun SUN

国際基督教大学Ph.D。現在は北京大学外国語学院日本言語
文化学科准教授。第4回中国翻訳専攻（専門士）大学院教
育指導委員会メンバー。2002年度渥美奨学生・SGRA研究
員、南京大学アジア研究センター客員研究員。専攻は近代
日中語彙交流史。近年は日中翻訳史、留学史に関心を広げ
ている。著書１部（『近代日本語の起源 ―幕末明治初期に
つくられた新漢語』早稲田大学出版部）、訳書１部、日本
語教科書数部。論文多数。

■ 市村美雪／ Miyuki ICHIMURA

日本、中国、ラオス、スリランカで日本語教育に携わり、
2005年９月よりトルコ国立チャナッカレ・オンセキズ・マ
ルト大学（COMU）日本語教育学科講師となる。2007年９
月より同学科予備教育課程コーディネーターを務めている。
2021年COMU大学院日本語教育修士課程入学、2023年修
了。趣味は和菓子を作ることとトルコのドラマを見ること。

■ ショリナ ダリヤグル／ Shorina DARIYAGUL

筑波大学（人文社会系・国際日本研究学位プログラム）研
究員、非常勤講師。研究分野は日本語教育、言語文化教
育。カザフスタン出身。2018年度渥美奨学生。世界の日本
語教育は静的な構造ではなく、様々なあり方が存在し、相
互的に多層し合う現象から成り立っているという立場に立
ち、日本語学習者及び日本語教師の主体性を重視し、日本
語教育のダイバーシティーを探求している。

■ �ゲンチェル・バルオール・ゼイネップ	
／ Zeynep GENÇER BALOĞLU

パムッカレ大学外国語高等学校准教授。2009年に岡山大学
大学院比較社会文化科学研究科で修士号、2016年にトル
コのパムッカレ大学社会科学研究科で博士号を取得。近年
チュルク諸語と日本語の比較研究と共に世界初の土日辞典
である『メジュムアイ・ルガット』という作品を研究対象
としている。また、夏目漱石の『硝子戸』と『夢十夜』の
トルコ語翻訳も手掛けている。

■ チャクル・ムラット／ Murat ÇAKIR

チャナッカレ・オンセキズ・マルト大学日本語学科と同大
学修士課程を修了。その後日本に留学し、筑波大学博士課
程単位取得修了。現在、関西外国語大学英語国際学部准教
授。2014年度渥美奨学生。専門は、教育学、教育経営学・
学校経営。トルコにおいて学校に通えていない子どものた
めの学習漫画による防災教育が子どもに及ぼすメカニズム
の解明について検討。

■ 岩田和馬／ Kazuma IWATA

東京外国語大学外国語学部西南アジア課程トルコ語学科卒
業。同大学大学院総合国際学研究科にて修士号取得・博士
後期課程在学。2020-2023年にトルコ、ボアジチ大学客員研
究員としてイスタンブールへ留学。2024年度渥美奨学生。
専門は18世紀イスタンブールの都市社会史。

■ シェッダーディ アキル／ Aqil CHEDDADI

慶應義塾大学総合政策学部訪問講師。モロッコ国立建築学
校を卒業後に来日し、慶應義塾大学大学院政策・メディア
研究科の環境デザイン・ガバナンス博士課程を修了。博士
(政策・メディア)。2022年度渥美獎学生。
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チェリッキ・メレキ　
チャナッカレ・オンセキズ・マルト大学（COMU）

2025年5月2日（金）、日本からかなり離れたトルコ西部のトロイ遺跡のある
チャナッカレ市で、第76回SGRAフォーラム「中近東・東南アジアからみる日
本と暮らす日本：それぞれの視点で考える」を開催した。

会場はチャナッカレ大学教育学部。日本語教育学科の学生およそ200人のトル
コの若者たちにとっては日本や中国、インドネシア、カザフスタン、イラン、モ
ロッコからこんなに多くの日本研究者が「現れた！」ことに居ても立っても居ら
れない緊張感があった。2日前に日本文化室で交流会を開催したので、一部の学
生はトルコ料理を食べながら、訪れてきた先生方と言葉を交わす機会もあった。
学生たちが日本語でこれだけ多くの国の先生方と同じ空間で話せるチャンスは、
学科30年の歴史で初めてだ。孫建軍先生（北京大学）の周りに集まった学生は、
中国の日本語学科に留学できるか質問し、「中国人とも日本語で話せる」という
自慢気な顔が新鮮だった。翻訳好きで哲学青年の3年生たちは、オスマントルコ
史が専門の岩田和馬先生（東京外国語大学）と日本語で話したり、トルコ語で話
したりと、授業では見られない達成感が見られた。

交流会のおかげで親しみも生まれ、学生たちはフォーラムが開始するや否や、
目を大きく開けて熱心に聞き始めた。何よりも中近東のどこかで、「日本語仲間」
が本当に多くいることが確認できたことが大きかったようだ。

第１部が始まるとレベント・トクソズ先生（NKU大学）が、「トルコに於ける
日本語教育と学習者の最初の混乱：カタカナ」という題目で、トルコの若者がカ
タカナ、特に外来語に対して抱く距離感を取り上げた。中近東の若者は漢字が好
きなのだ。漢詩でも書きたいのかなと微笑みながら、学生時代に同じ気持ちを抱
いたことを思い出した。

次に私が「トルコの若者のアニメとマンガ関心：現実逃避、別世界とアイデン
ティティー」について話した。トルコの若者にとっての日本のアニメやマンガは
もはやロラン・バルトの「表象の帝国」ではなく、「想像の帝国」として中近東
的な摩擦から逃避できる新たな場であることを主張した。

3人目の登壇者はイランのアヤット・ホセイニ先生（テヘラン大学）で、「イ
ランの若者と日本語・日本文化：メディア、教育、就職、そして未来展望」だっ
た。イラン人には日本語が使える仕事がもっと必要だということは明らかだっ
た。すぐ隣の国の同じ「日本語仲間」の業績と活動を意識していなかった反省が
浮上してきた。イランの日本語仲間は、イラン的ともいうべき美術と芸術への関
心が強く、日本語学科では新見南吉の『手袋を買いに』を上演していることや、



© 2025 SGRA	 71

S
G

R
A

 　
　

r
E

P
O

R
T

 

no. 
114

S
G

R
A

 　
　

r
E

P
O

R
T

 

no. 
114

© 2025 SGRA	 71

あとがきにかえて	 チェリッキ・メレキ

チャナッカレ大学と同じ日本語教育修士課程があることを初めて知った。
第２部では日本社会で生活する外国人を取り上げた。中近東では日常生活が太

古より多人種、多文化、多言語的、多宗教的である。それに対して、日本で暮ら
すインドネシアと中近東のイスラム文化圏出身者は生活の中で自分の位置づけを
考え、最近は自文化へUターンしようとしていることが議論された。アキバリ・
フーリエ先生（神田外国語大学）は「在日の中東出身者における日本語習得過程
の変容と影響要因に関する考察」の中で、特にイラン人コミュニティーの日本語
学習は持続性が欠如していると指摘した。次にミヤ・ロスティカ先生（大東文化
大学）が「在日インドネシアコミュニティーと多文化共生：イスラム教育を中心
に」と題した発表で、彼らが抱く非イスラム文化圏での育児と親が懸念する宗教
教育問題に焦点を当てた。多文化共生は、受け入れ側との相互の努力が欠かせな
いことを感じた。

初めてトルコで開催したSGRAフォーラムの議論の内容は多様だったが、会
場に集まった中近東と東南アジア出身の日本研究者と、トルコの大学生たちは

「日本と日本語」という一つの価値観を共有しているのではないかと感じた。「ア
ジア人」というアイデンティティーは私が日常的に思っている以上に大きい共同
体である。「西洋文化は理性、東洋文化は感性と結びつく」と良く言われる。今
回のフォーラムに理性が欠如していたわけではないが、参加者ひとりひとりの顔
に「一期一会」を大事に思う気持ちが現れていることを確認できたことが、私に
とって最も大きな「リアル（現実）」だった。それは「アジア的な世界市民もい
いな」という一つの安心感だった。

この安心感は、宿泊施設の駐車場でバスから降りてきた前・渥美財団事務局長
の角田英一さんに「おお、メレキさん、久しぶり！」と声を掛けられた時の嬉し
さと同一かもしれない。

（チェリッキ・メレキ「第76回SGRAフォーラム『中近東・東南アジアからみる日本と暮
らす日本：それぞれの視点で考える』報告」より転載）
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SGRA レポート62	 第6 回チャイナ・フォーラム in 北京＆フフホト講演録 
	 「Sound Economy ～私がミナマタから学んだこと～」　柳田耕一 
	 「内モンゴル草原の生態系：鉱山採掘がもたらしている生態系破壊と環境汚染問題」 郭 偉 
	 2012. 6. 15発行
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SGRA レポート64	 第43 回SGRAフォーラム in 蓼科 講演録「東アジア軍事同盟の課題と展望」 
	 朴 榮濬、渡辺 剛、伊藤裕子、南 基正、林 泉忠、竹田いさみ　2012. 11. 20発行

SGRA レポート65	 第44 回SGRAフォーラム in 蓼科 講演録 「21世紀型学力を育むフューチャースクールの戦略と課題」 
	 赤堀侃司、影戸誠、曺圭福、シム・チュンキャット、石澤紀雄　2013. 2. 1発行

SGRA レポート66	 渥美奨学生の集い講演録 「日英戦後和解（1994–1998 年）」 （日本語・英語・中国語）沼田貞昭 
	 2013. 10. 20発行

SGRA レポート67	 第12 回日韓アジア未来フォーラム講演録 「アジア太平洋時代における東アジア新秩序の模索」 
	 平川 均、加茂具樹、金 雄煕、木宮正史、李 元徳、金 敬黙　2014. 2. 25発行

SGRA レポート68	 第7 回SGRAチャイナ・フォーラムin北京講演録 「ボランティア・志願者論」 
	 （日本語・中国語・英語）	 宮崎幸雄　2014. 5. 15発行

SGRA レポート69	 第45 回 SGRA フォーラム講演録 「紛争の海から平和の海へ－東アジア海洋秩序の現状と展望－」 
	 村瀬信也、南 基正、李 成日、林 泉忠、福原裕二、朴 栄濬 2014. 10. 20発行

SGRA レポート70	 第46 回 SGRA フォーラム講演録 「インクルーシブ教育：子どもの多様なニーズにどう応えるか」 
	 荒川 智、上原芳枝、ヴィラーグ ヴィクトル、中村ノーマン、崔 佳英　2015. 4. 20発行

SGRA レポート71	� 第47 回 SGRA フォーラム講演録 「科学技術とリスク社会－福島第一原発事故から考える科学技術
と倫理－」崔 勝媛、島薗 進、平川秀幸　2015. 5. 25発行

SGRA レポート72	 第8 回チャイナ・フォーラム講演録	「近代日本美術史と近代中国」 
	 佐藤道信、木田拓也　2015. 10. 20発行

SGRAレボート73	� 第14回日韓アジア未来フォーラム、第48回SGRAフォーラム講演録「アジア経済のダイナミズム一
物流を中心に」李 鎮奎、金 雄煕、榊原英資、安 秉民、ド マン ホーン、李 鋼哲　2015. 11. 10発行

SGRAレボート74	 第49回SGRAフォーラム講演録：円卓会議「日本研究の新しいパラダイムを求めて」 
		 劉 傑、平野健一郎、南 基正　他15名　2016. 6. 20発行

SGRAレボート75	 第50回SGRAフォーラム in 北九州講演録「青空、水、くらし―環境と女性と未来に向けて」 
	 神﨑智子、斉藤淳子、李 允淑、小林直子、田村慶子　2016. 6. 27発行

SGRAレボート76	 第9回SGRAチャイナ・フォーラム inフフホト＆北京講演録「日中200年―文化史からの再検討」 
	 劉 建輝　2020. 6. 18発行

SGRA レポート77	� 第15回日韓アジア未来フォーラム講演録「これからの日韓の国際開発協力―共進化アーキテキチャ
の模索」孫赫相、深川由紀子、平川均、フェルディナンド・C・マキト　2016. 11. 10発行

SGRA レボート78	� 第51回SGRAフォーラム講演録「今、再び平和について―平和のための東アジア知識人連帯を考え
る―」南基正、木宮正史、朴栄濬、宋均営、林泉忠、都築勉　2017. 3. 27発行

SGRAレポート　バックナンバーのご案内� SGRAレポート　バックナンバーのご案内



S
G

R
A

 　
　

r
E

P
O

R
T

 

no. 
114

S
G

R
A

 　
　

r
E

P
O

R
T

 

no. 
114

SGRA レポート79	 第52回SGRAフォーラム講演録「日本・中国・韓国における国史たちの対話の可能性（1）」 
	 劉傑、趙珖、葛兆光、三谷博、八百啓介、橋本雄、松田麻美子、徐静波、鄭淳一、金キョンテ 
	 2017. 6. 9発行

SGRA レポート80	� 第16回日韓アジア未来フォーラム講演録「日中韓の国際開発協力―新たなアジア型モデルの模索―」 
金雄煕、李恩民、孫赫相、李鋼哲　2017. 5. 16発行

SGRA レポート81	� 第56回SGRAフォーラム講演録「人を幸せにするロボット―人とロボットの共生社会をめざして第
２回―」稲葉雅幸、李周浩、文景楠、瀬戸文美　2017. 11. 20発行

SGRA レポート82	� 第57回SGRAフォーラム講演録「第２回　日本・中国・韓国における国史たちの対話の可能性―蒙
古襲来と13世紀モンゴル帝国のグローバル化」葛兆光、四日市康博、チョグト、橋本雄、エルデニ
バートル、向正樹、孫衛国、金甫桄、李命美、ツェレンドルジ、趙阮、張佳　2018. 5. 10発行

SGRA レポート83	� 第58回SGRAフォーラム講演録「アジアを結ぶ？『一帯一路』の地政学」朱建栄、李彦銘、朴栄
濬、古賀慶、朴准儀　2018. 11. 16発行

SGRA レポート84	� 第11回SGRAチャイナフォーラム講演録「東アジアからみた中国美術史学」塚本麿充、呉孟晋　 
2019. 5. 17発行

SGRA レポート85	� 第17回日韓アジア未来フォーラム講演録「北朝鮮開発協力：各アクターから現状と今後を聞く」 
孫赫相、朱建栄、文炅錬　2019. 11. 22発行

SGRA レポート86	� 第59回SGRAフォーラム講演録「第３回　日本・中国・韓国における国史たちの対話の可能性：17世
紀東アジアの国際関係―戦乱から安定へ―」三谷博、劉傑、趙珖、崔永昌、鄭潔西、荒木和憲、許
泰玖、鈴木開、祁美琴、牧原成征、崔妵姫、趙軼峰　2019. 9. 20発行

SGRA レポート87	� 第61回SGRAフォーラム講演録「日本の高等教育のグローバル化!?」 
沈雨香、吉田文、シン・ジョンチョル、関沢和泉、ムラット・チャクル、金範洙　2019. 3. 26 発行

SGRA レポート88	� 第12回SGRAチャイナ・フォーラム講演録「日中映画交流の可能性」 
刈間文俊、王衆一　2020. 9. 25発行

SGRA レポート89	� 第62回SGRAフォーラム講演録「再生可能エネルギーが世界を変える時…？――不都合な真実を超えて」
ルウェリン・ヒューズ、ハンス＝ヨゼフ・フェル、朴准儀、高偉俊、葉文昌、佐藤健太、近藤恵　 
2019. 11. 1発行

SGRA レポート90	� 第63回SGRAフォーラム講演録「第４回 日本・中国・韓国における国史たちの対話の可能性：『東
アジア』の誕生─19世紀における国際秩序の転換─」三谷博、大久保健晴、韓承勳、孫青、大川
真、南基玄、郭衛東、塩出浩之、韓成敏、秦方　2020. 11. 20発行

SGRA レポート91	� 第13回SGRA-Vカフェ講演録「ポスト・コロナ時代の東アジア」林 泉忠　2020. 11. 20発行

SGRA レポート92	� 第13回SGRAチャイナ・フォーラム講演録「国際日本学としてのアニメ研究」大塚英志、秦 剛、
古市雅子、陳 龑　2021. 6. 18発行

SGRAレポート　バックナンバーのご案内� SGRAレポート　バックナンバーのご案内
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SGRA レポート93	� 第14回SGRAチャイナ・フォーラム講演録「東西思想の接触圏としての日本近代美術史再考」稲賀
繁美、劉 暁峰、塚本麿充、王 中忱、林 少陽　2021. 6. 18発行

SGRA レポート94	� 第65回SGRA-Vフォーラム講演録「第５回日本・中国・韓国における国史たちの対話の可能性：19
世紀東アジアにおける感染症の流行と社会的対応」朴 漢珉、市川智生、余 新忠　2021. 10. 05発行

SGRA レポート95	� 第19回日韓アジア未来フォーラム講演録「岐路に立つ日韓関係：これからどうすればいいか」 
小此木 政夫、李 元徳、沈 揆先、伊集院 敦、金 志英、小針 進、朴 栄濬、西野 純也　 
2021. 11. 17発行

SGRA レポート96	� 第66回SGRAフォーラム講演録「第６回日本・中国・韓国における国史たちの対話の可能性　 
人の移動と境界・権力・民族」塩出浩之、趙 阮、張 佳、榎本 渉、韓 成敏、秦 方、大久保健晴　
2022. 6. 9発行

SGRA レポート97	� 第67回SGRAフォーラム講演録「『誰一人取り残さない』如何にパンデミックを乗り越えSDGs実現
に向かうか―世界各地からの現状報告―」佐渡友 哲、フェルディナンド・C・マキト、杜 世鑫、 
ダルウィッシュ ホサム、李 鋼哲、モハメド・オマル・アブディン　2022 .2. 10発行

SGRA レポート98	� 第15回SGRAチャイナ・フォーラム講演録「アジアはいかに作られ、モダンはいかなる変化を生ん
だのか？―空間アジアの形成と生活世界の近代・現代―」山室信一　2022. 6. 9発行

SGRA レポート99	� 第68回SGRAフォーラム講演録「夢・希望・嘘―メディアとジェンダー・セクシュアリティの関係性
を探る―」ハンブルトン・アレクサンドラ、バラニャク平田ズザンナ、于寧、洪ユン伸　2022. 11. 1発行

SGRA レポート100	� 第20回日韓アジア未来フォーラム講演録「進撃のKカルチャー──新韓流現象とその影響力」 
小針 進、韓 準、チュ・スワン・ザオ　2022. 11. 16発行

SGRA レポート101	� 第69回SGRAフォーラム講演録「第７回日本・中国・韓国における国史たちの対話の可能性： 『歴史
大衆化』と東アジアの歴史学」韓 成敏　2023. 3. 22発行

SGRA レポート102	� 第16回SGRAチャイナ・フォーラム講演録「モダンの衝撃とアジアの百年―異中同あり、通底・反転
するグローバリゼーション―　山室信一　2023. 6. 14発行

SGRA レポート103	� 第70回SGRAフォーラム講演録「木造建築文化財の修復・保存について考える」　竹口泰生、姜 璿慧、
永 昕群、アレハンドロ・マルティネス、塩原フローニ・フリデリケ　2023. 11. 10発行

SGRA レポート104	� 第21回日韓アジア未来フォーラム講演録「新たな脅威（エマージングリスク）・新たな安全保障（エ
マージングセキュリティ）―これからの政策への挑戦―」　金 湘培、鈴木一人　2023. 11. 15発行

SGRAレポート105	 �第71回SGRAフォーラム講演録「20世紀前半、北東アジアに現れた『緑のウクライナ』という特別
な空間」オリガ・ホメンコ、塚瀬 進、ナヒヤ、グロリア・ヤン ユー、マグダレナ・コウオジェイ　
2023. 10. 30発行

SGRAレポート106	 �第72回SGRAフォーラム講演録「第８回日本・中国・韓国における国史たちの対話の可能性：20世
紀の戦争・植民地支配と和解はどのように語られてきたのか─教育・メディア・研究─」金 泰雄、
唐 小兵、塩出浩之、江 沛、福間良明、李 基勳、安岡健一、梁 知恵、陳 紅民　2024. ４.12発行

SGRAレポート　バックナンバーのご案内� SGRAレポート　バックナンバーのご案内



S
G

R
A

 　
　

r
E

P
O

R
T

 

no. 
114

S
G

R
A

 　
　

r
E

P
O

R
T

 

no. 
114

SGRAレポート107	 �第17回SGRAチャイナ・フォーラム講演録「東南アジアにおける近代〈美術〉の誕生」後小路雅弘 
2024.6.13発行

SGRAレポート108	 ��第22回日韓アジア未来フォーラム・2024現代日本学会春季国際学術大会講演録「ジェットコースター
の日韓関係――何が正常で何が蜃気楼なのか」西野純也、李 昌玟、小針 進　2024.11.14発行

SGRAレポート109	� 第74回SGRAフォーラム講演録「第９回日本・中国・韓国における国史たちの対話の可能性：東ア
ジアの「国史」と東南アジア」楊 奎松、タンシンマンコン・パッタジット、吉田ますみ、尹 大栄、
高 艷傑　2025. 6. 20発行

SGRAレポート110	� 第20回・22回SGRAカフェ・第73回SGRAフォーラム講演録「パレスチナを知ろう」ハディ ハー
ニ、ウィアム・ヌマン、溝川貴己、山本 薫　2025. 6. 20発行

SGRAレポート111	� 第11回日台アジア未来フォーラム／東アジア日本研究者協議会第８回国際学術大会内講演録「疫病と
東アジアの医学知識――知の連鎖と比較」李 尚仁、朴 漢珉、松村紀明、町 泉寿郎　2025. 6. 20発行

SGRAレポート112	� 第18回SGRAチャイナ・フォーラム講演録「アジア近代美術における〈西洋〉の受容」後小路雅弘
2025. 11. 16発行

SGRAレポート113	� 第75回SGRAフォーラム／第45回持続的な共有型成長セミナー講演録「東アジア地域市民の対話：
国境を超える地方自治体・地域コミュニティ連携構想（LLABS）の可能性を探る」フェルディナン
ド C. マキト、佐藤考一、李 鋼哲、南 基正、林 泉忠　2025. 11. 19発行

■ レポートご希望の方は、SGRA 事務局（Tel：03-3943-7612　Email：sgra@aisf.or.jp）へご連絡ください。

SGRAレポート　バックナンバーのご案内� SGRAレポート　バックナンバーのご案内
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